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私
ど
も
日
本
山
岳
会
エ
ベ
V

ス
ト

登
山

隊
一
行
三
十
六
名
は
、
チ
ョ
タ
レ
、
ピ
ン

ジ
ュ
の
二
名
の
シ
ェ

ル
パ
を
同
行
し
て

、

六
月
二
十
日
午
後
十
時
四
十
五
分
羽
田
着

の
日
航
機
で
無
事
に
帰
国
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
飛
行
機
が
遅
延
し
、
深
夜
に

い
た
り
、
出
迎
え
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詑

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お

、

現
地
グ
ム
ジ
ュ
ン
に
て
気
象
観

測
を
続
行
中
の
井
上
隊
員
は
、
入
月
下
旬

に
帰
国
の
予

マ
あ
り
まエ
ベ
レ
ス
ト
隊
帰
国
ご
挨
拶

す
で
に
ご

承
知
の
と
お
り
、
東
南
稜
か
ら
五
月
十

一、

十
二
日
の
二
度
、
登
頂
に
成
功
し
、

そ
の
目
的
の
一
部
を
果
し
て
来
ま
し
た

が
、

何
と
い
っ
て
も
、
成
田
隊
員
が
欠

け
、
全
員
揃
っ
て
帰
国
出
来
な
い
次
第
と

な
り
ま
し
た
こ
と
が

、

何
と
も
痛
恨
の
甑

み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
南
壁
ル
1
ト

は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
悪
い
上
に
、
極
め
て
危
険
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
の
で

、

断
念
し
、
宿
題
と
し
て

残
り
ま
し
た
。

各
人
各
様
の
体
験
を
得
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
ま
と
と
に
貴

重
な
体
験
で
、
人
生
の
上
で
も
二
度
と
な

い
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
よ
い
勉
強
を
い
た

し
ま
し
た
。
山
に
滋
か
れ
た
人
間
と
し
て

は
、
こ
の
上
な
い
果
報
の
こ
と
だ
と

、

つ

く
づ
く
幸
運
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
を
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

八
千
m
以
上
の
経
験
者
が
、
一
挙
に
十

数
名
培
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
貴
重

な
体
験
を
ム
「
後
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。

会
員
諸
賢

は
勿
論
の
こ

と
、
準
備
に

際
し
ま
し
て

は
、
各
界
か
ら
暖
い
ご
支
援
を
得
ま
し

て
、
お
か
げ
さ
ま
に
て

、

登
山
の
実
施
に

も

不
都
合
な
く
、
募
金
も
目
標
額
に
達
し

た
こ
と
も
う
か
が
い

、

ま
こ
と
に
有
難
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
巨
峯
エ
ベ
レ
ス
ト
は

、

そ
の

持
つ
大
き
さ
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
協
力
、
後

援
者
の
肩
の
一
つ
一
つ
に
よ
っ
て
、
そ
の

頂
き
は
踏
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
誤
り
な
い
実
感
で
し
た
。

簡
単
な
が
ら
帰
国
の
ご
報
告
に
代
え
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
(

大
塚
博
美
)
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司
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入
入
行
事
員
談
日
動
ス

レ
回
次
さ
ン
杉
回
回
カ
沼
錦
タ
編

信
の

-
で
介
素

便
受
受
刊
告
理
会
懇
ム
異
レ

文
ベ
一
一
松
黒
ラ
久
m
M
ス
方
西

一
岳

通
部
ユ
ン

紹
の

室
書
書
期
報
月
入
人

一
員
べ

エ
第
冠
石
オ
屋
第
第
オ
行
今
ブ

山
員

南
ニ
書

山

書
図
洋
定

務
7

新
婦
ル
会
エ

会
図
図
会

第
一
回
現
地
支
部
長
会
議
と

日
本
山
獄
志
出
版
記
念
会

日
本
山
獄
志
覆
刻
版
出
版
記
念
を
か
ね
て

第
一
回
現
地
支
部
長
会
議
が
六
月
二
十
八
、

九
、
十
日
の
三
日
間
弥
彦
山
と
佐
渡
で
行
な

わ
れ
た
。
東
京
か
ら
は
吉
沢
副
会
長
と
山
崎

常
務
理
事
が
出
席
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
、
二

十
八
日
出
発
直
前
吉
沢
副
会
長
が
急
病
の
た

め
参
加
出
来
な
く
な
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に

残
念
で
あ
っ
た
が
、
宮
城、

山
形
、
静
岡

、

東
海
、
信
濃
、
関
西
の
支
部
が
参
加
、
越
後

支
部
の
尽
力
で
楽
し
い
集
り
を
開
く
こ
と
が

出
来
た
。

弥
彦
山
は
日
本
海
側
に
立
派
な
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
が
山
頂
ま
で
通
じ
て
い
る
。
全
員
マ

イ

ク
ロ
バ
ス
で
登
り
、
高
額
翁
の
リ
リ
ー
フ

前
で

、

出
来
上
っ
た
ば
か
り
の
日
本
山
猿
志

覆
刻
版
を
さ
さ
げ
、
孫
の
高
頭
寿
久
氏
、
一
勝

島
越
後
支
部
長
、
出
版
社
の
馬
場
社
長
な
ど

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
祝
杯

を
あ
げ
た
後
再
び
マ
イ
グ
ロ
パ
ス
で
新
潟
に

戻
り

、

午
後
佐
渡
汽
船
発
着
所
か
ら
乗
船

し
、
両
津
港
で
は
地
元
両
津
の
助
役
さ
ん
か

ら
歓
迎
の
言
葉
と
花
束
を
贈
ら
れ
た
。
支
部

長
会
議
の
会
場
は
ド
ン
デ
シ
山
の
大
佐
渡
ロ

ッ
ジ
の
大
広
間
。
午
後
七
時
か
ら
支
部
長
会 4 

5 

ハ
同J
n
w
u
A
w
d

雪言

議
に
は
い
り

、

各
支
部
の
現
状
の
報
告
と
希

望
な
ど
懇
談
会
の
形
で
話
を
進
め
、
次
の
よ

う

な
話
が
出
た
。

・
十
二
月
の
年
次
晩
餐
会
は
十
二
月
五
日

(
土
)
に
し
て
も
ら
い
た
く
、
そ
の
前
に

支
部
長
会
を
開
く
。

-

エ
ベ
レ
ス
ト
笠
山
の
報
告
会
を
各
支
部

で
開
く
よ
う
本
部
は
積
極
的
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
。

-

信
濃
支
部
は
明
年
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
が
一
一

十
五
周
年
に
な
る
の
で
盛
大
に
や
り
た

‘ν
 

・

エ
ベ
レ
ス
ト
の
装
備
を
各
支
部
に
わ
け

で
も
ら
え
な
い
か
。

な
お
、
明
年
の
現
地
支
部
長
会
議
は
宮
城

支
部
担
当
と
決
ま
っ
た
。

翌
二
十
九
日
は
午
前
七
時
大
佐
渡
戸
ツ
ジ

を
出
発
、
ド
ン
デ
ン
池
か
ら
、
あ
お
ね
ば
ご

ぇ
、
笠
峰

、

石
花
越
、
カ
レ
l
川
、
夫
婦
池

城
ヵ
平
と
佐
渡
の
山
を
の
ん
び
り
歩
い
た
。

佐
渡
の
山
は
静
か
な
こ
と
が
第
て
そ
れ
に

き
れ
い
な
芝
生
の
稜
線
も
す
ば
ら
し
く
、
の

ど
か
に
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
石
花
登
山

口
か
ら
ま
た
マ
イ
グ
ロ
パ
ス
で
平
根
崎
で
下

車
、
天
然
記
念
物
の
波
蝕
欧
穴
群
を
見
物
、

さ
ら
に
尖
閣
湾
の
奇
岩
を
遊
覧
船
で
な
が
め

な
が
ら
、
尖
閣
荘
前
で
二
班
に
分
れ、

A
班

は
相
川
、
両
津
か
ら
新
潟
へ
。
B

班
は
尖
関

-691 ー

十
壮で
泊
り

、

翌
三
十
日
佐
渡
金
山
遺
跡
、
佐

渡
博
物
館
な
ど
を
見
学

、

新
潟
に
戻
り
解
散

し
た
。

越
後
支
部
を
は
じ
め

、

そ
れ
ぞ
れ
地
元
の

方
々
に
た
い

へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
お

礼
申
し
上
げ
る
。

(
山
崎
)

参
加
者
(
越
後
支
部
)
藤
島
玄

、

望
月
力

、

斎
勝
平
七
、
上
村
幹
雄
、
曾
山
志
計
雄
、
佐

一
勝
一
栄、
井
口
正
男
、
原
始
(
佐
渡
山
面

会
)
村
川
径
一
郎
、
高
橋
照
男

、
山
口
寿

証
、

武
田
輝
雄
、
志
和
良
一
、
飯
山
弘
(
野

島
出
版
)
馬
場
由
太
郎
(
石
川
支
部
)小
林

雄
次
郎
、
真
田
富
孝
、
増
江
俊
=
一、

小
島
三

郎
(
宮
城
支
部
)
伊
達
篤
郎
(
東
京
)
山
崎

安
治
、
松
本
熊
次
郎
、
諸
問
一
次
、
網
倉
志

朗
(
静
岡
支
部
)
萩
野
恭
て
石
間
信
夫

(
東
海
支
部
)
熊
沢
正
夫
ハ
信
濃
支
部
)
井

口
謙
司
、
蒲
生
明
澄
(
関
西
支
部
)
今
西
寿

雄
、
麻
野
俊
助
(
山
形
支
部
)
斎
藤
清
士口
。

小
集
会
予
定
の
お
知
ら
せ

( 1 ) 

小
集
会
の
下
半
期
の
予
定
は
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。
お
忘
れ
な
く
ル
1

ム
へ
御

参
集
下
さ
い
。
(
時
間
は
午
後
六
時
で
す
)

マ
九
月
九
日
マ
カ
ル

l

隊
報
告

、

東
海

支
部マ

九
月
三
十
日
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
報
告

マ
十
月
一
二
日
現
地
小
集
会
(
場
所
は
未

定
)マ

十
月
十
四
日
早
大
ツ
グ
チ

ェ
、
慶
大

パ
ウ
ダ
峰
遠
征
報
告

マ
十
一
月
十
八
日

っ
て

、

京
都
山
岳
会

ベ
ル
1

の
地
震
に
あ

冠
松
次
郎
氏
逝
去

木
会
名
誉
会
員
冠
松
次
郎
氏
は
七
月
二
十

八
日
老
衰
の
た
め
北
区
岸
町
の
自
宅
で
逝
去

さ
れ
た
。
八
十
八
歳
。
氏
は
明
治
十
六
年
二

月
東
京
生
ま
れ
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
日

本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
二
三
七
、
昭
和

二
十
八
年
六
月
名
誉
忍
否
貝
。
八
月
二
目
、
日

墓
里
蚕
福
寺
で
告
別
式
が
行
な
わ
れ
た
。
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剣
岳
の
正
面
は
石
黒
さ
ん
に
言
わ
せ
れ
ば

西
商
即
ち
富
山
市
に
面
し
た
方
に
な
る
。
何

十
年
も
の
閉
そ
の
剣
岳
を
愛
し
心
を
惹
か
れ

朝
な
夕
な
こ
れ
そ
眺
め
、
そ
し
て
自
ら
も
遠

だ
ん

く
か
ら
は
逆
落
し
に
見
え
る
池
ノ
谷
に
登
路

を
開
拓
し
、
而
も
そ
の
事
実
が
広
く
世
間
に

は
知
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
日
本
の

将
来
を
若
い
登
山
家
の
双
肩
に
托
し
た
石
黒

さ
ん
。
古
武
士
の
よ
う
な
風
絡
を
具
え

、

思

う
こ
と
は
ズ
パ
ズ
パ
口
に
出
し
、
或
い
は
書

い
て
、
ヶ
ロ
リ
と
し
て
い
た
石
黒
さ
ん
。

日
本
山
岳
会
へ
の
入
会
が
大
正
七
年
(
一

九
一
入
年
〉
で
会
員
番
号
が
六
二
二
番
と

言

え
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

も
大
先
輩
で
あ

る

訳
な
の
だ
が
、
石
黒
さ
ん
は
誰
に
対
し
て

も
明
け
っ
放
し
で
、
初
対
面
の
私
の
家
へ
夜

来
ら
れ
た
時
も
「
ゃ
あ
、
や
っ
て
ま
す
な

、

失
礼
」
と
ば
か
り
に
ド
カ
ッ
と
あ
ぐ
ら
を
か

一
に
参
列
し
て

石
黒
さ
ん
の
碑
の
除
幕
式

:
・

一

た
な
と
、
つ
く

づ
く
羨
ま
せ
る
に
足
る
奥
さ

ん
で
あ
る
。

石
黒
さ
ん
の
顕
彰
碑
は
蓬
沢
と
伊
折
の
聞

の
早
月
川
の
右
岸
に
出
来
て
い
た
。
畑
の
隅

の
川
岸
だ
か
ら
登
山
道
か
ら
は
全
然
わ
か
ら

な
い
。
五
月
一
七
日
(
日
)
の
早
朝
は
曇
っ

て
い
た
が
、
上
市
か
ら
、
パ
ス
で
現
場
へ
向

っ

て
い
る
間
に

相
憎
雨
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
委
員
会
の
人
達
の
手
際
の
い

い
設
営
で
式
は
順
序
よ
く
運
ん
で
お
昼
頃
に

は
無
事
終
了
し
た
。
富
山
県
の
人
の
多
い
の

は
当
然
だ
が
、
大
阪
か
ら
は
角
口
さ
ん
、
新

潟
か
ら
は
藤
島
さ
ん
と
斎
一
勝
さ
ん
が
来
ら
れ

i尺

良E
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でなこ 言 がの緩機畿畿機緩機緩機緩側議機織議機毅緩議機畿議機毅議緩納言 余ら岳りれ上
あ物ちも 、奥 議緩緩懇議綴務議議議議議緩緩綴畿懇談慈議議懇談幾警察総毅議議懇畿議議機緩緩議議 地れ」 、 はグ
つ 腰ら言実さ議議機緩緩務総綴潔緩緩議機慈緩線機機縁議議縁談怒凝議綴緩幾議議機綴 がるに現富ド

主こ っ fこ
がこた。 晴

翌の。皆 23 
日日義品:
馬 は 王里 ら

E 雨だ子
のけ

山 たで 別
荘め 参目凱
か剣 列 忌-:;
ら 岳 して御
のは た前前
帰見人の
長え で!リ 平
にな は百台
はかな.iJ -. 
す っ か 川 大

っ
か
り
晴
れ
上
っ
て
、
石
黒
さ
ん
が
毎
日
見

て
い
た
剣
岳
の
正
面
の
み
な
ら
ず
、
南
北
へ

延
び
た
翼
が
新
雪
に
薄
く
被
わ
れ
て
美
し
い

姿
を
す
っ
か
り
見
せ
て
く
れ
た
。
折
角
来
た

わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
石
黒
さ
ん
の
配
慮
に
よ

る
も
の
と
思
う
。

式
後
伊
折
の
小
学
校
で
記
念
の
祝
宴
が
関

か
れ
た
が
、
中
田
勇
吉
さ
ん
の
挨
拶
も
よ
か

っ
た
。
橋
本
さ
ん
が
、
剣
岳
の
正
面
に
ルー

ト
を
開

い
た
の
は
池
ノ
谷
の
石
黒
さ
ん
。
早

月
尾
根
の
冠
さ
ん

、

そ
し
て
こ
こ
に
お
ら
れ

る
東
大
谷
の
吉
沢
一
郎
さ
ん
で
あ
り
ま
す
、

と

言
わ
れ
た
時
に
は
、
へ
え
そ
ん
な
こ
と

に

な
る
の
か
い
な
と
思
わ
ず
顔
を
赤
く
し
て
し

ま
っ
た
。

そ
う
言
え
ば
丁
度
四
O
年
前
に
こ
の
辺
を

グ
ヲ
ヲ

ト

ボ
ト
ボ
と
歩
き
、
馬
場
島
の
丸
田
丈
太
郎

の
掘
立
小
屋
か
ら
立
山
川
を
遡
っ
て
か
ら
、

面
白
そ
う
な
谷
だ
か
ら
こ
れ
を
登
っ
て
剣
岳

へ
行
っ
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と

に
な
り
、
左

俣
か
ら
早
月
尾
根
に
出
て
目
的
を
達
し
た
。

こ
れ
が
東
大
谷
か
ら
の
初
登
耕
平
と
は
あ
と
に

な
っ
て
知
っ
た
の
だ

か
ら
の
ん
気
な
も
の
で

あ
る
。
そ
の
時
、
右
俣
の
頭
に
あ
っ
た
大
き

な
岩
を
「
蟹
の
欽
」
と
仮
称
し
た
が
、
そ
れ

が
い
つ
の
間
に
か
通
称
に
な
っ

て
し
ま

っ

た
。夜

は
富
山
や
魚
津
の
人
達
の
配
慮
で
馬
場

島
荘
に
泊
る
こ
と
が
出
来
た
。
岳
連
の
若
い

人
達
や
日
本
山
岳
会
の
富
山
支
部
の
人
達
、

そ
し
て
今
年
ヒ
ン
ズ
ー

-

グ
シ
ュ
へ
行
く
有

本
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
達
と
一
緒
に

お
そ
く
ま

で
歓
談
し
た
。
私

は
こ
れ
ら
の
人

々
の
話
し
を
き
い
て
と
て
も
た
め
に
な
っ
た

と
思
っ
た
。
J
A
C

と

い
う
も
の
は

飽
く
ま

で
も
ク
ラ
ブ

で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な

い
と
思
う
。

毛
布
に
入
っ
て
か
ら
は
少
し
寒
く
て
ね
ら

れ
な
か
っ
た
が

、

そ
れ
で
も
翌
日
は
六
時
頃

ま
で
績
に
な
っ

て
い
た
。
誰
か
が
N

剣
が
見

え
ま
す
よ
う

H
と

言
っ
た
の
で
写
買
機
を
ぶ

る
さ
げ
て
外
へ
出
て
み
た
。

早
月
尾
根
の
大
半
は
限
の
前
の
松
尾
平
が

。
オ
ラ
ン
ダ
隊
々
長
か
ら
八V

( 2 ) 

近
過
ぎ
て
見
え
な
い
が
、
右
は
鶴
御
前
、
左

は
小
窓
、
大
窓
を
経
て
赤
谷
山
ま
で
が
並
ん

で
い
る
。
野
島
さ
ん
、
角
口
さ
ん
と
歩
く
。

朝
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
橋
本
さ
ん
や
魚
津

の
佐
伯
君
兄
弟
、
新
潟
の
斎
藤
さ
ん
ら
と
白

萩
川
の
方
へ
散
歩
に
行
く
。
河
原
の
遭
難
碑

が
殆
ん
ど
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。
片
道
一
キ
ロ
ば
か
り
を
陽
光
を
浴
び
な

が
ら
の
ん
び
り
と
散
歩
す
る
。
公
害
の
充
満

し
て
い
る
と
い
う
東
京
よ
り
は
気
持
ち
が
い

'v 午
後
車
で
富
山
に
出
、
石
黒
さ
ん
の
由
来
に

挨
拶
し
、
佐
伯
君
の
店
の
そ
ば
の
料
理
屋
で

土
地
の
珍
味
を
い
ろ
い
ろ
ご
馳
走
に
な
っ

て

か
ら
お
別
れ
と
な
る
。

夜
行
で
の
見
送
り
は
全
部
お
断
わ
り
し
た

が
、
H
-
K

へ
行
く
有
本
嬢
と
石
黒
さ
ん
の

息
子
さ
ん
と
が
来
て
下
さ
っ

た
。

-692ー

五
月
一
四
日
付
で
ノ
l

ル
デ
イ
ツ
タ
隊
長

か
ら
手
紙
が
来
た
。
と
て
も
冒
険
的
な
旅
を

や
っ
て
来
ま
し
た
。
ブ
リ
・
ガ
ン
ダ
キ
の
上

流
は
近
く
登
山
隊
が
入
れ
な
く
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
わ
が
隊
は
リ
ダ
ン
ダ
谷
へ
さ
え

も

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
府
の
許
可
だ
け

で
は
と
て

も
駄
目
。
ナ
ム
ル
の
答
宵
も
な
-
た

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
貴
殿
か
ら
送
ら
れ
た
地
図
の

六
五
五
O
峰
に
登
る
た
め
チ
ユ

|
リ
ン
谷
へ

入
り
ま
し
た
。
慶
応
隊
の
B
C

の
近
く
に
わ

れ
わ
れ
も
B
C

。
板
谷
さ
ん
が
遭
難
し
ま
し

た
の
で
医
療
的
援
助
と
シ
ェ

ル
パ
を
貸
し
ま

し
た
。
も
う
登
山
を
止
め
た
か
と
思
っ

た
ら

五
月
二
日
に
パ
ウ
ダ
ー
峰
に
登
っ
た
こ
と
を

聞
い
て
驚
ろ
き
ま
し
た
。
し
か
し
貴
殿
の
国

の
登
山
家
と
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も

目
標
の
山
に
登
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
隊
が
登
っ
た
山
で

し
ょ

う
か
。
慶
応
の
立
派
な
地
図
を
お
送
り

下
さ
い
。
(
注
・
送
付
済
)
(
士
ロ
沢
宛
)
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屋
久
杉
の
保
護
決
ま
る

ま
た

、

そ
の
他
の
地
域
も
伐
採
個
所
の

一後
四
時
半
か
ら
駒
込
六
義
闘
の
、
心
泉
亭
で
関

分
散
、
伐
区
の
面
積
縮
小
等

、

き
め
細
か

一か
れ
た
。
例
年
お
見
え
に
な
る
田
部
重
治
名

村
井
米
子

な
施
業
を
行
な
い
、
施

業
を
必
要
最
少
限
一
重
量
は
こ
と

し

欠
席
さ
れ
た
が
、
日
高
、

に
と

ど
め
る
。
二
燃
島
、
神
谷

、

岩
永
氏
ら
を
囲
ん
で
な
ご
や

昨
年
八
月
の
会
報
に

、

私
は
「屋
久
杉
を

一

こ
れ
は
林
野
庁
と
し

て
は
か
な
り
の
談
歩
一
か
な
会
合
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
エ

守
れ
」
と
危
機
を
伝
え
た
が

、

そ
の
後
地
元

一
で
、
正
し
い
国
民
大
衆
の
声
の
通
っ
た
嬉
し

一
ベ
レ
ス
ト
隊
本
隊
の
帰
国
と
か
ち
あ
っ
た
た

の
鹿
児
島
や
屋
久
尚
在
住
の
山
岳
愛
好
者
よ

一
い
例
に
な
っ
た
。

一め
、
松
方

、

三
田
氏
ら
関
係
者
が
欠
席
さ

れ

り
署
名
も
届
き
、
東
京
で
も
ル
1

ム
来
訪
者
一
よ
り
完
全
な
保
護
の
た
めには

、

な
お
花

一た
の
は
少
々
さ
び
し

か
っ
た
。
出
席
希
望
者

等
の
署
名
運
動
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

各
方
面

一
山
地
区
一
一
一
林
班
を
は
じ
め
数
カ
所
、
次
の
一
は
年
三
増
加
し
て
い
る
が

、
何
分
に
も
会
場

の
協
力
を
得
た
。
一
機
会
に
保
護
林
の
指
定
を
希
望
せ
ね

ば
な
ら

一
の
定
員
が
二
十
五
名
と
い
う
の
で
は
ど
う
し

か
つ
日
本
自
然
保
護
協
会
そ
の
他
も
動

一
ぬ
。

一ょ
う
も

な
く

、

世
話
人
と
し
て
頭
を
痛
め

そ
マ
ス
コ
ミ
も
屋
久
杉
の
輩
出

一
さ
を
特集
一
厚
生
省
も

、

ム
ヲ
後
更
に
調
査
を
行
な
い・

一た
。
し
か
し
小
人
数
で
あ
る
か
ら
こ
そ
閑
談

す
る
に
至
り

、

内
員
質
問
に
屋
久
杉
保
刊
誌
が
一
その結
果
に
よ
っ

て
は
現
在
の
特
別
保
畿
地

一会
の
品
開
設
が
あ
る
の
で、

乙
の
へ
ん
の
か
ね

出
る
よ

う
に

な

っ
た
。
一

区
の
拡
張
が
検
討
さ
れ
る
こ

と

に
な
ろ
う
。

一
あ
い
は
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
。

屋
久
島
は
昭
和
三
十
九

年
か
ら
国
立
公
園
一
文部
省
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
特
別
天
然
一
O
欠
席
さ
れ
た
諸
氏
か
ら
の
短
信

に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
所
管
の
厚
生
省
で
も
一
記
念
物
の
指
定
も
拡
大
さ

れ
る
こ

と

が
望
ま
一

・

棋
有
恒

御
案
内
賜
わ
り
御
芳
志
の
ほ
ど

斎
際
厚
生
大
臣
(
当
時
)
自
ら
屋
久
島
に
渡
一
し
い
。

一
ま
こと
に
あ
り
が
た

く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

り
、

屋
久
杉
視
察
を
決
行
し
た
。

一
十
年
あ
ま
り
前
、
横
有
恒
氏
唯
一
寸
と
登
っ
た
で
ま
す
。
愚
生
少
々

健
康
を
筈
し

、

引
篭
っ
て

与
論
の
盛
り
上
り
は
、
か
く
て
屋
久
島
の
一
小
杉
谷
か
ら
花
江
河
へ
の
山
腹
一
帯
、
す
っ

一お
り
ま
す
の
で
残
念
な
が
ら
失
礼
い
た
し
ま

八
一
%
を
占
め

る
国
有
林
を
所
管
し
、
伐
採

一
か
り伐
ら
れ
た
と
聞
い
て
償
っ
た
私
も

、

楠
一
す
。

を
進
め
て
き
た
林
野
庁
当
局
も
無
視
で
き
な
一

川
小
杉
谷
間
の
白
谷
地
区
、
縄
文
杉
や
ウ
ィ

一
・

今
井
喜
美
子
門
弟
の
長
唄
の
お
さ
ら
い

く
な
っ
た
。
昨
年
数
回
に
わ
た
り
調
査
団
を
一
ル
ソ
ン
株
に

や
や
近
く
の
見
事
な
屋
久
杉
林

一と
か
ち
合
い
ま
し
て
残
念
な
が
ら
出
席
出
来

派
遣
し
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
屋
久
島
の
厚
一
が、
施
業
変
更
と
ま
わ
り
く
ど

い
表
現
だ
一
ま
せ
ん
。
皆
々
さ
ま
に
よ

ろ
し
く
。

生
林
保
護
計
画
を
追
加
設
定
す

る
に
至
っ
一が
、
伐
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
の
は

、

一
・

佐
藤
隆
太
郎
病

中
残
念
な
が
ら
欠
席
さ

た
。

一
ま
あま
あ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

一
せて
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
正
、
昭
和
の
初

去
る
四
十
五
年
三
月
二
十
八
日
、
中
央
審

一
た
だ
し
、
荒
川
ヤ
タ
ス
ギ
観
円
以林
と
い
う

一期
前
事
務
所
の
あ
り
ま
し
た
当
時
は
晩
顎
軒

議
会

(会
長
三
浦
辰
雄
氏
)
で
承
認
決
定
し
一
の
は
若
木
で
、

決
し
て
三
千
年
の
老
樹
で
は
一
で
高
頭
会
長

、

茨
木
画
伯
の
お
世
話
で
集
会

た
計
画
は
次
の
通
り
で

.

わ
れ
わ
れ
の
希
望
一
な
い
が

、

安
房
港
に
近
く

、

見
学
し
易
い
た
一
者
三
十
名
内
外
。
昔
に
な
っ
か
し
い
閑
談
会

の
、
七
、
八
割
が
達
成
し
た
こ
と
に
な
り、

一
め
の保
護
計
画
で
あ
る
。

一だ
け
は
是
非
出
て
皆
様
の
怪
気
焔
を
拝
聴
い

ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
っ
た
。

一
以
上
、
保
護
計
画
の
決ま
っ
た
御
報
告
を
一
た
し
た
い
の
で
す
が
空

行
困
難
、
甚
だ
残
念

一・
花
山
学
術
参
考
保
絞
林

8
0
E

一
して
、
皆
さ
ん
と
共
に
欣
び
た
いが

、

や
は
一至
極
。

で
屋
久
林
班
凶
(
一
部
)
灯、

初
、

μ

一り
今
後
も
注
目

し
つ
づ
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
・

中
河
与
一
六

月
十
四
日
台
湾
に
参
り
ま

(
一
部
〉

一
樹
命
三
千
年
を
超
え
る
杉
の
巨
樹
林
は

、

一す
の
で
残
念
な
が
ら
欠
席
い
た
し
ま
す
。

屋
久
杉
蓄
積
|
司
自
鴎

一日
本
特
有
の
世
界
的
至
宝
で
あ
る
。

昨
夏
ロ

一
・

永
原
輝
雄
出
席
を
楽
し
み

に
し
て
お
り

二
、
荒
川
ヤ
タ
ス
ギ
観
賞
林

5
0
E

一
ン
ドγ
で
逢
っ

た
英
人
か
ら
、
屋
久
杉
を
伐
一
ま
し
た
と
こ
ろ
、
当
分
あ
る
事
情
に
て
家
を

下
屋
久
林
班
初
、
ぉ
、
国
山

一
って
る
そ
う
で
す
ね
、
と
言
わ
れ
て
私
は
赤
一
離
れ
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
当
日
は
欠
席
い

屋
久
杉
蓄
積

戸
印
対
日
ω

一
面し
た
。
文
化
の
後
進
性
を衡
か
れ
た
心
地
一た
し
ま
す
。
か
ね
て
用
意
し
て
お
り
ま
し
た

三
、
国
割
岳
学
術
参
考
保
護
林

8
0
E

一で
・
;
。

一絵
は
が
き
一
一
一
十
枚
同
封
い
た
し
ま
す
か
ら
出

下
屋
久
林
班
2
、

3
、
4
、

暖
帯
亜
熱
一
も
う
一
本
も
伐
ら
ぬ
よ
う
、
苓
っ

。
一
席
の
皆
さ
ま
に
差
し
上
げ
て
下
さ
い
。

席
費
行
林

一
一

・

冠
松
次
郎
病
気
中
に
つ
き
残
念
な
が
ら

別
に
上
屋
久
、
桶
川
小
杉
谷
間
の
白
谷
一
第
十
三
固
有
志
閑
談
会

一欠
席
い
た
し
ま
す
。

地
区
内ω、

u
、
日
林
班
は
施
業
上
景
観
保

一
・

武
田
久
士
ロ
御
招
待
深
謝
、
し
か
し
毎
日

護
に
変
更
(
つ
ま
り
伐
採
せ
ぬ
こ
と
)
第
十
一
一

一固
有
志
閑
談
会
は
六
月
二
十
日
午
一
突発
の
用
事
が
あ
り

、

本
日
も
意
外
な
来
客

。
日

本
山

岳
会
の
生
み
の

親
で
あ
る
新
潟
県
長
岡

の
高
頭
翁

が
、

全
財
産
を
投
げ

打

っ

て
明
治

ぬ
年
に
発
行
し
た
本
書

は
、

山

の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
、
ム
ー

な
お

多
く
の
人
々
に

愛

読
さ
れ
て
い
る

。

。
原
本
の

少
な
い
現
抗
、
そ

の

複
製
版
の
発
行
が
望
ま
れ
て

い
た
が
、
要
望
に
応
え
て
、
日
本
山
岳
会
と
野
島
出
版
は
、

こ
の
名
著
を
全
く
同
じ
に
複
製

し

た
。

。
著
者
の

H

人
と
な
り
。
や
業
績

、

著
書

、

の
側
似
や
意
義
に

つ
い
て

、

あ
ら
ゆ
る
角

山
広か
ら
汗
き
彫

り
に

し
た

付
録
の

「
越
後
の
日

一那
様
」
は

、

日
本
山
岳
会
の
会
員

各
位
に
よ

り

執
筆
編
集
さ
れ
た
も

の
。

安
全
国
有
名
書
店
又
は
直
接
弊
社
へ
ご
注
文
下
さ
い
女

庁
一
株
式

マ
Y

量
一
口
同
叫

-
w
A

百
一

会
社

田
=
居
直

U
M

削
M
m

行
一

新
潟
県
三
条
市
一
ノ
木
戸

一
九
四
七

4

建
一
【

電
話
】一
二条

(
O
二
五
六
三
)
③
。
五
二

一(代
)

-
『

【振
替
口

座
】

新
潟

三
四
番

日
本
山
岳
界
の
バ
イ
ブ
ル

ニ
』
に
再
現
成
る
ノ

企

登
山
家
や
旅
行
者

の
た
め
に
名
勝
旧
跡
は
勿
論
、

山

企
勢

・

位
置

・

周
囲

・

登
山
町
・

然
。
一
回
向

・

笠
松

・

眺
望

・

企
渓
流

・

沌
・

宿
泊
所
や
飲
用
水
の
有
無
か
ら
間
林
草

企
木
の
様
子
、
史
に
文
章
詩
歌
川
附
句

・

伝
説

・

絵
や
写

企
真
を
入
れ

、
専
門

家
に
は
動
叫
刷
物
・

気
象

・

地
質
に

企

至
る
ま
で
詳
述

。

『主要1
r' l内容 iぺ
山地山 登 山
岳質岳山岳
噴構諸術各
火造説記
年概 っと
表論 菌

九
四
山

山
岳

表

主
要
山
岳
地
図

(四
色

主
要
山
岳
写
真

各
種
索
引

す
録

ら~へ八八一ベ

好
評
発
売
中

日
本
山
嶺
志

《付
録
日

越
後
の
旦
那
様
》

高
頭
式
編
集

・

日
本
山

岳
会
複
製
協
力

ク

判
休
側一
一4∞
∞照
定
価
四
八

O
O

円

複
製
版

-693 ー ( 3 ) 
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北
ア
ル
プ
ス
の
山
開
き
を
兼
ね
て

、

今
年

も
例
年
通
り
、
六
月
の
第
一
日
曜
日
の
去
る

六
月
七
日
、
上
高
地
梓
河
畔
に
お
い
て
、
千

人
近
い
参
会
者
を
迎
え

、

盛
大
に
碑
前
祭
が

行
わ
れ
た
。

今
年
は
梅
雨
期
前
に
折
悪
し
く
、
道
路
工

事
が
始
ま
り
、
中
ノ
湯
か
ら
約
四
十
分
間
徒

歩
連
絡
と
い
う
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

幸
に
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
去
年
よ
り
も
参
加

者
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

東
京
か
ら
は
沼
倉
氏
が
代
表
と
し
て
出

席
、
石
原
憲
治
、
網
倉
志
朗
氏
お
よ
び
毎
年

連
続
御
出
席
の
尾
崎
喜
八
先
生
、
岡
本
精
一

氏
等
が
お
元
気
に
参
会
さ
れ
た
。
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス

・
h
グ
ラ
ブ
か
ら
は
碑
前
で
コ
ー
ラ
ス

の
た
め
午
前
中
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
日
の
会
は
ま
ず
見
込
み
薄
と
申
す

次
第
に
つ
き
欠
席
と
御
承
知
下
さ
い
。

-

田
部
重
治
神
経
痛
の
た
め
四
月
初
め
か

ら
学
校
も
欠
席
し
て
い
ま
す
。
残
念
至
極
で

す
。

・

鳥
山
悌
成
残
念
な
が
ら
神
経
痛
の
た
め

歩
行
困
難
欠
席
い
た
し
ま
す
。
お
集
り
の
方

に
よ
ろ
し
く
。

次
回
世
話
人
は
中
屋
健
て
伊
倉
剛
三
、

斎
藤
桂
の
三
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
欠
席
さ
れ
た
伊
官
焔
、
渡
辺
兵
力

両
氏
か
ら
会
費
を
い
た
だ
い
た
。
(
山
崎
)

マ
出
席
者
足

立
源

一
郎
、
網
倉
志
朗
、

麻
生
武
治
、
今
井
雄
二
、
岩
永
信
雄
、
織
内

信
彦
、
小
原
勝
郎
、
小
原
晴
子
、
神谷
恭

、

川
森
左
智
子
、
桜
井
信
雄、

斎
藤
桂
、
島
田

巽
、
関
根
吉
郎

、

瀬
名
貞
利

、

鶴
岡
元
之

助
、

名
須
川
浩

、

名
児
耶
普
円
、
中
屋
健

一
、
沼
倉
究
二
郎
、
日
高
信
六
郎
.
古
沢

間
帯

.

一
勝
島
敏
男
、
堀
田
弥
一
、
牧
野
街
、
諸

岡
一
次

、

村
井
米
子
、
松
本善
二

、

松
本
熊

次
郎
、
山
下
一
夫
、
山
崎
安
治

、

渡
辺
公
平

、

吉
阪
隆
正

、

若
林
祐
治
郎
、
伊
倉
剛
三
。

第
M
A回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

坂
倉
登
喜
子

を
す
る
た
め
、
平
野
先
生
の
指
揮
の
も
と

一
け
し
よ
う
や
な
ぎ
の
梢
か
ら
は

、

ふ
わ
り
ふ

に
、

三
十
七
名
が
参
加
し
た
。
一
わ
り
と
羽
毛
が
舞
い
散
っ
て
、
六
月
の
上
高

H

新
緑
の
徳
本
峠
越
え
M

一
地の
佳
さ
を
存
分
に
表
現
し
て
い
た
。

ウ
エ
ス
ト
ン
然
の
前
日、

六
月
六
日
の
早

一
峠
か
ら
の
下
り
は
多
少
残
雪
が
あ
っ
た
が

朝
徳
本
峠
の
記
念
山
行
に
参
加
す
る
た
め
島

一
心
配
す
る
ほ
ど
で
も
な
く
全
員
無
事
に
上
高

々
宿
の
登
山
口

に
六
時
頃
か
ら
集
合
し
た
。

一
地
へ
着
い
て
、
白
樺
荘
の
新
し
い
室
に
落
着

昔
ウ
エ
ス
ト
ン
師
が
徳
本
峠
を
越
え
て
、

一き
、

夜
は
後
発
の
平
野
先
生
方
を
迎
え
て
徳

北
ア
ル
プ
ス
へ
入
山
さ

れ
た
当
時
を
し
の
ぶ

一本
峠
の
感
想
な
ど
聞
い
て
、
懇
談
会
を
開
い

た
め
毎
年
こ
の
峠
越
え
の
ル
l
ト

を
歩
く
こ

一
た
。

と
に
な
っ
て
い
る
が

、
一
度
は
越
え
て
見
た
一

H

快
晴
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
u

い
も
の
と
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

・

グ
ラ
ブ
か
一
「
晴
れ
た
i

・
e
-空
が
頁
青
よ
:
・

」
の
声

ら
は
女
性
ば
か
り
二
十
二
名
が
参
加
し
た
。
一
に
、
耳
を
す
ま
す
と

、
小
鳥
の
交
響
楽
が
窓

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
記
念
一
か
ら
流
れ
込
む
。

山
行
に
東
京
か
ら

、

男
性
の
参
加
者
が
少
な
一
自
動
車
の
入
ら
な
い
今
年
の
上
高
地
は
昔

く
、

殆
ん
ど
が
信
波
文
部
会
員

、

そ
の
他
の

一
の
静
け
さ
に
戻
っ

て
、
中
/
湯
以
奥
は
道
路

方
々
で
こ
ん
な
索
精
し
い
新
緑
の
島
と
谷
の
一
工
事
用
の
車
だ
け
で、
上
高
地
立
入
り
禁
止

峠
歩
き
な
の
に
と

、

い
つ
も
思
う
こ
と
一
の
実
現
を
見
たよ
う
な
感
が
あ
っ

た
。

な
の
だ
が

、

も
っ
と
も
っ
と
全
国
の
支
部
か
一

碑
前
祭
は
パ
ス
の
徒
歩
連
絡
で
、
参
列
者

ら
も
大
勢
参
加
し
て
懇
親
山
行
が
で
き
た
ら
一
の

お
く
れ
を
予
想
し
て
、
午
前
十
一
時
か
ら

意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
一
開
始
、
一
時
間
前
よ
り
練
習
し
た
コ
ー
ラ
ス

島
々
宿
橋
畔
で
受
付
を
済
ま
せ
、
安
曇
村
一
隊の歌
が
盛
上
り
を
見
せ
る
こ
ろ
続
々
と
参

婦
人
会
の
方
々
の
お
茶
の
接
待
を
受
け
朝
食
一
会
者
が
つ
め
か
け
碑
前
は
人
で
埋
ま
っ
た
。

を
と
り

、
午
前
七
時
過
ぎ
峠
を
目
指
し
八
十
一

P

歓
び
の
歌
u

に
つ
れ
て
開
会
さ
れ

、

H

山

余
名
が
出
発
し
た
。
一
の
花
'
の
歌
と
と
も
に

、

安
曇
村
小
学
生
の

い
つ
も
な
が
ら
岩
魚
止
め
の
小
屋
前
で
昼
一
献
花
が
あ
り、

塚
容
信
設
支
部
長
の
挨
拶
に

食
、
う
ど
な
ど
山
菜
の
煮
物
を
御
馳
走
に
な
一
続
い
て
来
会
者
の
祝
辞
等
の
後

、

沼
倉
氏
が

り
い
よ
い
よ
島
と
谷
を
遡
っ
て

、

最
後
の
登
一
「
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
も
成
功
し
た
の
で
、
今

り
と
な
っ
た
。
一
度
は
日
本
山
岳
会
の

山
荘
再
建
に
主
力
を
そ

ジ
グ
ザ
グ
の
峠
へ
の
急
な
登
り
は
夜
行
の
一
そ
ぎ
た
い
か
ら
御
協
力
願
い
た
い
」
と
挨
拶

寝
不
足
も
あ
っ
て
多
少
疲
れ
気
味
な
人
も
い
一
さ
れ
た
。

た
が

、

よ
う
や
く
の
思
い
い
で
登
り
つ
い
て
一
最
後
に

「
ま
た
今
年
も
生
き
氷
ら
え
て

、

仰
ぐ
穂
高
の
麗
峰
に
、
疲
れ
も
忘
れ
る
感
激
一
北
ア
ル
プ
ス
の
山
や
ま
と
の
対
面
は
涙
ぐ
ま

だ
っ
た
。
一
し
い
感
激
で
あ
る
:
」
と
の
尾
崎
喜
八
先

登
り
つ
い
て
約
十
分
し
て
急
に
雨
が
降
り

一
生
の
詩
の
朗
読
が
あ
っ
た
。

出
し

、

穂
高
は
雨
雲
の
中
に
消
え
た
の
は
全
一，
別
れ
の
歌
u
を
最
後
に
十
一
時
半
快
晴

く
残
念

、

し
か
し
翌
朝
快
晴
の
青
空
に
残
雪
一
の
空
の
下
に

、

碑
前
祭
は
盛
会
復
に
終
了
し

を
輝
か
せ
た
稽
一
両
の
姿
が、

迫
る
よ
う
に
く
一
た
。

っ
き
り
と
仰
げ
た
こ
と
は

、

本
当
に
幸
い
で
一
時
間
の
都
合
で
碑
前
祭
の
後
に
い
つ
も
行

あ
っ
た
。
一
わ
れ
る
詩
演
会
が

、

今
年
は
開
始
が
一
時
間

今
年
は
例
年
よ
り
季
節
が
お
く
れ
て
い
る
一
お
く
れ
た
の
で

、
午
後
一
時
か
ら

、

新
装
政

せ
い
か
、
小
梨
の
花
は
紅
色
の
つ
ぼ
み
を
回
一
築
さ
れ
た
厚
生
省
の
会
場
で
行
な
わ
れ
た
。

く
つ
け
て

、

お
そ
霜
の
冷
た
さ
に
ふ
る
え
て

一
何
時
も
な
が
ら
信
濃
支
部
の
皆
様
の御
努

い
た
が

、

陽
あ
た
り
の
良
い

川
辺
の
大
き
な
一
力
と
奉
住
に
よ
っ
て
、
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
が
年

姫
神
岳

去
る
四
月
二
十
八
日

、

南
部
の
名
山
姫
神

岳
へ
好
摩
口
か
ら
登
り
ま
し
た
。
七
合
目
か

ら
残
雪
が
あ
り
、
く

も
り
空
で
遠
見
が
き
か

ず
寒
い
一
日
で
し
た
。
頂
上
(
一
等
三
角

点
、

一
一
二
四
・

五
m
)
に
は
巨
岩
が
る
い

る
い
と
し
て

、
山
名
の
や
さ
し
さ

に
似
ず
い

か
め
し
い
感
じ
の
山
で
し
た
。

下
り
に
は
道
を
間
違
え
て
渋
民
口
へ
と
下

り
て
し
ま

い
、

開
拓
の
人
た
ち
に
笑
わ
れ
ま

し
た
。
小
学
校
の
遠
足
で
も
よ
く
道
を
ま
ち

が
え
る
そ
う

で
、
な
か
に
は
泣
き
出
す
子
ど

も
も
い
る
そ
う

で
す
。
私
は
泣
か
な
か
っ
た

だ
け
ま
し
で
し
た
。

南
部
の
低
い
山
ニ
つ

古
沢

々
h

慶
大
に
行
な
わ
れ
、
地
方
支
部
の
行事
と

し
て
は
最
も
音
装
紙
あ
る
も
のと
感
謝
す
る
次

第
で
あ
る
。
昔
は
日
本
山
岳
会
本
部
が
主
催

で
、
支
部
が
協
力
し
て
い
た
も
の
が
、
支
部

主
催
と
な
っ
て
か
ら
、
本
部
の
協
力
は
年
毎

に
滅
少
し
、
本
部
か
ら
の
出
席
者
も
今
年
は

エ
ベ
レ
ス
ト
行
事
多
忙
の
た
め
か
、
二
、
三

人
と
い
う
状
態
で
沼
倉
、
網
倉
両
氏
と
五
千

尺
ロ
ッ
ジ
前
で
パ
ッ
タ
リ
お
目
に
か
か
り

、

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
も
済
ん
だ
の
で
、
今
度
は

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
に
も
っ

と
協
力
す
る
ベ
き
で

は
な
い
か
、
山
荘
再
建
の
寄
付
も
始
ま
る
だ

ろ
う
が
、
会
ロ
貝
の
た
め
に、

プ
ラ
ス
に
な
る

よ
う
な
行
事
を
し
て
こ
そ

、

会
の
た
め
に
寄

付
を
す
る
気
持
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
、
昔
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は

、
碑
前
祭
終
了

後
、
三
、
三
、
五
、
五
穂
高
へ
、
給
へ

、

西

穏
へ
、
そ
し
て
ま
た
自
然
研
究
班
は
植
物
や

小
鳥
の
戸
を
訪
れ
る

山
行
な
ど
あ
っ
て
本
当

に
楽
し
か
っ
た
な
ど
と

、

三
人
が
共
ど
も
昔

を
想
い
出
し
、
男
性
コ
ー

ラ
ス
と
合
同
で
な

ど
と

、

話
し
合
い
再
会
を
約
し
た
。

[
会
員
通
信
]
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玉
山
村
渋
民
に
は
啄
木
を
記
念
し
て
立
派

な
記
念
館
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
姫
神
岳

を
背
に
し
て
落
葉
松
林
の
中
に
立
っ
て
い
ま

す
。余

計
な
こ
と

の
よ
う

で
す
が

「石
川
啄
木

は
姫
神
岳
に
登
っ
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う

か
」
と
記
念
館
の
人
に
聞
き
ま
し
た
ら

、

係

の
人
は

、

さ
あ
?
と

首
を
か
し
げ
、
「
た

ぶ
ん
少
年
の
と
ろ
に
登
っ
た
こ
と

は
あ
る
で

し

ょ
う
な
」
、
と
あ
い
ま
い
な
返
事でし
た
。

啄
木
の

「渋
民
日
記
」
に
も

姫
神
登
山
の
記

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

啄
木
は
北
上
川
沿
い
の
故
郷
の
風
景
を

、

「恩
ひ
出
の
山
、
思
ひ
出
の
川
」
と
歌
っ
て

い
ま
す
が

、

姫
神
や
岩
手
山
に
登
っ
て
み
る

だ
け
の
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

南
昌
山

盛
岡
市
の
南
西
郊
に
南
面
白山

(
な
んし
よ

う
ざ
ん
〉
と

い
う
低
い
山

(
八
四
八
m
〉
が

あ
り
ま
す
。

字
面
だ
け
を
見
る
と
中
国
の
地

名
の
よ
う
で
す
が

、

山
名
の
由
来
を
調
べ
た

ら

、
徳
川
時
代
、
南
部
侯
の
隆
昌

を
祈
っ
て

つ
け
た
名
ま
え
だ
と

い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま

し

た
。

そ
の
以
前
は
「徳
ケ
森
」
と
い
っ
た

そ
う
で
す
。

修
験
道
と
も
関
係
が
あ
る
ら
し

く
、

と
の
地
方
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
た山
の

よ
う

で
す

。

谷
文
晃
の
日

本
名
山
図
会
に
も
出
て
い
ま

す
が
、
文
用
地は
南
画
的
な
特
徴
の
あ
る
ζ

の

山
の
姿
を
よ
く
写
し
て
い
ま
す
。

鐙
状
火
山

で
、
主
峯
は
釣
鐙
を
伏
せ
た
よ
う
で
急
峻
な

形
を
し
て

い
ま
す
。

五
月
一
目
、

五
月
晴
の
上
天
気
に

、

東
北

や
は
ぱ

本
線
の
矢
巾
駅
か
ら
ζ

の
山
に
登
り
ま

し

た
。

山
麓
ま
で
タ

グ
シ
l

で
行
き

、
山
道
に

か
か
り

ま
す
と
、

よ
う
や
く
雪
の
消
え
た
ば

か
り
の
谷
間
に
は
コ
ブ
シ
の
花
が
美
し

く
咲

い
て
い
ま
す
。
雫
石
へ
と
越
す峠
の
上
か
ら

頂
上
へ
か
け
て
の
受
り
は
急
で
、
カ
タ
グ
リ

の
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
し
た
。

山
頂
に
は
わ
ず
か
の
残
雪
が
あ
り

、

石
の

士
口
い獅
子
頭
や
、
簡
単
な
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ

一
ュ
l

ヨ
l

ク
と
ロ

ン
ド

ン
で

霊
月
達
夫

一
ヵ

月
余
り
で
十
ヶ
国
を
ま
わ
り

、

し
か

も

ニ
ュ
l

ヨ
I

グ
と

ロ
ン
ド

ン
と
で
は

、

相

当
徹
底
し
た
仕
事
上
の
調
査
を
や
ろ
う
と
い

う
団
体
オ
シ
キ
セ
旅
行
だ
か
ら、

予
定
が
ピ

ッ
シ
リ

つ
ま
っ
て
い
て
、
と
て
も
私
事
の
余

暇
な
ど
な
い
こ
と
は
最
初
か
ら
判
っ
て
い
た

が
、

A
C
と

A
A
C
ぐ
ら
い
は

何
ん
と
か
訪

ね
て
み
た
い
と

思
っ
て
出
か
け
た
。

ニ
ュ
1

ヨ
1

グ
に
は
一
橋
山
岳
部
の
同
窓

M
が
永
住
し
て
い
る
の
で

、

彼
に
連
絡
を
と

っ
て
お
い
た
の
で

、

私
が
向
う
へ
着
い
た
時

は
、

六
月
三
日
(
水

)
に
会
員
の
会
合
が
あ

り
、

先
年
の
ア
メ
リ

カ
隊
の
エ
峰
登
頂
の
映

画
を
や
る
か
ら
そ
の
時
来
て
は
ど
う
か
と

の

話
。
そ
の
日

M
と

共
に
午
後
六
時
頃
A
A
C

の
ル
l

ム
を
訪
ね
る
と
セ
ク
レ
タ
リ

l

の
マ

ッ
キ
l

織
が
迎
え
て
く
れ

、

居
合
わ
せ
た
長

老
H
・
s
-

ホ
1

ル
翁
に
紹
介
さ
れ

、

彼
の

口
か
ら

マ
カ

ル
1

の
日

本
隊
が
成
功
し
た
ニ

ュ
ー
ス
を
知
っ
た
。

早
速
ホ
l

ル
氏

、

マ
ッ
キ
1

嬢
、

そ
れ
に

R

・

ラ
タ
デ
イ

氏
、

A
・
F

-

デ
ラ
ゴ
氏
ら

に
連
れ
ら
れ
て
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
御
馳
走
に

な
っ
た
。
ホ
ー

ル
氏
は
昔

、

日

本
を
訪
れ
た

際
富
士
や
浅
聞
に
登
っ
た
と

い
い

、

様
さ
ん

に
く
れ
ぐ
れ
も

よ
ろ
し
く

と

の
こ
と
。

八
十

を
と

う
に
過
ぎ
て
い
る
が
十
数
年
前
ま
で
は

カ
ナ
ダ
や
ア
ラ
ス
カ
で
相
当
の
難
物
を
こ
な

し
て
い
た
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
、
ガ
ッ
シ
リ

し

た
体
つ
き
の
老
人
だ
っ

た
。

エ
峰
西
尾
根
の
映
画
は
N
G
S

の
作
で
ど

ち
ら

か
と

い
う
と

一
般
向
き
の
も
の
。
来
会

者
も
若
い
人
が
多
か
っ
た
。
会
場
で
幹
事
の

り
ま
し
た

。
す
ば
ら
し
い
展
望
で
し
た
。

い
ま
こ
の
山
も
ふ
も
と
に
塩
泉
が
わ
き
、

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

が
で
き
て
、
急
速
に
開
け

は
じ
め
て
い
ま
す
。

山
頂
の
ひ
っ
そ
り
と
し

た
静
け
さ
も

、

あ
と
し
ば
ら
く
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。

マ
ツ
カ
l

シ
ィ
氏
に
会
い

、

日
本
山
岳
会
は
一
そ
の
足
で
す
ぐ
車
を
飛
ば
し
R
G
S

ま
で

一
シー
ズ
ン
に
エ
ベ
レ
ス
ト
、
マ
カ
ル

1

の
一
行
っ
た
が
丁
度
土
曜
日
で
、
今
日
は
休
み
だ

二
つ
の
八
千
m
峰
に
登
っ
て
、
大
し
た
実
力
一
か
ら
な
か
は
見
せ
ら
れ
ぬ
と
い
う
話
。
仕
方

だ
と

お
祝
い
を
い
わ
れ
た
。
一
な
く
入
り
口
に
つ
づ
く
広
聞
と
マ
ッ
プ
ル

l

こ

の
日

は
お
そ
く
な
っ
て

、

ル
ー
ム

に
接
一
ム
を
の
ぞ
き
、
入
口

に
か
か
げ
ら
れ
た
ゴ
1

続
し
て
い
る
ミ
ウ
ゼ
ア

ム

を
見
る
時
間
が
な
一
ル
ド

・

メ
ダ
リ
ス
ト

の
名
な
ど
を
跳
め

、

訪

か
っ
た
の
で
マ
ツ
キ
1

燦
が
是
非
も
う

一
度
一
間
録
に
記
帳
し
て

、

帰
り
は
ハ
イ

ド

・

パ
I

来
な
さ
い
と
い
う
の
で
、
ニ

ュ
1

ヨ
l

グ
を
一
グ
を
横
切
っ
て
ス
タ
ス
タ
歩
い
て
帰
っ
て
き

た
つ
五
日
(
金
〉
の
午
前
中
相
当
時
間
を
や
一
た
。

り

く
り
し
て

、

ま
た

A
A
C

を
訪
れ
た
。
一
あ
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
タ
リ
ン
チ
氏
が
い

M
嬢
に

一
昨
日
の
お
礼
を
い
い

、

出
て
間
一
る
か
ら
と
い
わ
れ
た
り

、

ボ
ス
ト
ン
に
は
多

も
な
い
A
A
J

(
一
九
七O
年
)
を
求
め

、

一
分
ウ
ォ
シ
ュ
パ1
ン
氏
が
い
る
こ
と
は
知
っ

す
ぐ
隣
接
の
ミ
ュ
ウ
ゼ
ア
ム

を
見
せ
て
貰
っ
一
て
い
た
が、

時
間
が
な
い
上
に

、

そ
の
雨
所

た
。
ワ

l

グ
マ
ン
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
か
J

・P
-

一
で
は
ミ
ウ
ジ
ア
ム
で
若
干
の
時
聞
を
使
う
あ

フ
ァ

1

一フ
1

の
写
真
等
が
自
に
つ
く
。
余
り
一
て
も
あっ
て
果
た
せ
な
か
っ
た
。

時
間
が
な
い
の
で
一
時
間
位
で
別
れ
た
。
一
そ
の
後
は
チ
ュ

l

リ
ヒ

か
ら
ル
ツ
ェ
ル

ロ

ヌ
ド

ン
で
は
宿
舎
の
グ
戸
l

ヴ
ナ
1

・

一
ン、
プ
リ

エ
ン
ツ
を
経
て
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル

ハ
ウ
ス
か
ら
目
と
鼻
の
先
に
サ
ウ
ス

・
ォ
l

一
ト
ヘ
パ
ス
で
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
こ
も

ド

リ

イ

・

ス
ト

リ
ー

ト

が
あ
っ
た
の
で

、

着
一
団
体
旅
行
で
時
間
が
充
分
で
な
か
っ
た
が
、

い
た
翌
日
の
六
月
十
二
日
夕
刻
訪
ね
て
み
る

一
た
っ
た
一
晩
泊っ
た
翌
日
の
早
朝
、
た
だ
一

と
、

老
婦
人
が
一
人
い
て
、
丁
度
帰
り
か
け
一
人
で
村
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
一
勝
島
さ
ん
の

て
い
る
処
だ
っ
た
が

、

遠
来
の
客
の
た
め
三
一
写
真
で
見
覚
え
の
教
会
が
す
ぐ
判
り

、

何
気

十
分
ば
か
り
帰
り
を
延
し
て
な
か
を
見
せ
て
一
な
く
墓
地
に
足
を
入
れ
る
と
田

口

一
郎
氏
の

く

れ
た
。
一
お
墓
が

す
ぐ
目
に

つ
い
た
。
こ
こ
に
は
た
し

事
務
室
の
マ
ン
ト
ル
・
ピ
l

ス
の
上
に
は
一
か

、

グ
l

リ
ッ
ジ
翁
や
ア
ル
マ
l

一
家
の
墓

マ
ナ

ス
ル
頂
上
の
石
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト
、

ラ
一
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が

、

時
間

カ

ポ
シ

、

ム
ズ
タ
l

グ
・
F
ワ

l
、

ア
ラ
ラ
一
が
な
い
の
で
さ
が
す
余
裕
も
な
く
村
道
を
ド

ッ

ト

の
頂
上
の
石
等
と
共
に
並
べ
ら
れ
て
あ
一
ン
ド
ン
上
手
の
方
へ
登
っ
て
、
も
う
人
家
が

っ
た
。
ま
た

マ
ロ
リ

l

の
エ
ベ
レ
ス
ト
で
の
一
な
く
な
り

、

ア
ル
プ
の
彼
方
に
ウ
ェ
ッ
タ
l

最
後
の
手
紙
が
額
に
入
れ
て
飾

つ
で
あ
っ
た
一
ホ
ル
ン
の
垂
壁
が
自

の
前
に
な
る
処
ま
で

り
、

廊
下
に
は
歴
代
会
長
の
写
真
が
最
近
の
一
行
っ
て
、
時
計
を
見
た
ら
時
聞
が
な
い
こ
と

シ
プ
ト

ン
ま
で
ず
ら
り
か
か
げ
ら
れ
て
あ
っ

一
に
気
づ
き

、

大
い
そ
ぎ
で
引
返
し
て
き
た

た
の
は
興
味
ぶ
か
か
っ
た
。
図
書
室
は
、
そ
一
ら

、

ア
イ

ガ
ー
の
頂
上
の
雪
に
丁
度
朝
日
が

の
日
は
遅
い
か
ら
あ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
一
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

で
、
や
む
な
く
翌
十
三
日
(
土
〉
午
前
十
時
一
グ
リ

ン
デ
ル
ワ
ル
ト

は
晴
れ
て
い
た
が

、

に
再
び
た
ず
ね
て
見
せ
て

も
ら
っ
た
。
一
一
電
車
で
登
っ
た
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

・
ヨ

ツ
ホ
は

「山
岳
」
な
ど
A
A
C

と
同
様

立
派
に
製
一
濃
い
ガ
ス
に
包
ま
れ

、

期
待
し
た
展
望
も
ダ

本
さ
れ
て
字
萌
し
て
い
た
の
が
熔
し
か
っ
一
メ
だ
っ
た
が
、
帰
路
は
さ
フ

イ

ネ
・

シ
ャ
イ

た
。
A
J

の
編
集
者
A
・

ブ
ラ
ッ
ク

シ
ョ
1

一
デ
イ

ジ

グ
か
ら
ウ

ェ
ン
ゲ
ン

、

ラ
ウ
タ

l

ブ

氏
に
老
婦
人
が
電
話
を
し
て

く
れ
た
の
で

、

一
ル
ン
ネ
ン

と
下
っ
て

、

例
の
有
名
な
滝
を
は

電
話
で
同
氏
と
話
し
た
が
、
こ

ち
ら
が
片
言
一
る
か
に
眺
め
、
イ
ン
タ
ー

ラ
1

ケ

ン
か
ら
今

だ
か
ら
よ
く
意
が
通
じ
た
か
ど
う
か

、

吉
沢
一
度
は
汽
車
で
ベ
ル
ン
へ
出
た
。

一
郎
氏
に
呉
々
も
宜
敷
く

と

い
っ
て
い
た
。

-

そ
の
後
行
っ
た
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
で
も
ブ

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
E
に
登
頂

宮

崎

英
子

五
月
十
九
日
頂
上
に
立
ち
ま
し
た
。
み
ん

な
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
「
よ
か
っ
た

!

よ
か
っ
た
!

」
っ
て
気
拘
ち
で
す
。

二
十
一

日
以
来
天
候
は
悪
く

、

モ
ン
ス
ー

ン
前
最
後

の
晴
れ
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
一
足
先

に
B
C

に
帰
り
ま
し
た
。
C
3

か
ら
C
2

の

ク
レ
パ
ス
地
帯
は
み
ご
と
に
ズ

タ
ズ
タ
に

な

り
、

二
時
間
で
下
れ
る
と
こ
ろ
を
九
時
間か

か
り
ま
し
た
。
B
C

は
緑
で
す
。
わ
ず
か

一

ヵ
月
の
間
に
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
ま

し

た
。
き
ょ
う
登
頂
ニ
ュ
ー
ス

を
持
っ
て
メ
イ

ル
ラ
ン
ナ
ー

が
ポ
カ
ラ
ま
で
走
り
ま
す
。

で

は
ま
た
。
(
五
月
二
十
五
日
)

リ
ユ
ツ
セ
ル
で
も
、
向
う
の
山
岳
会
の
住
所

は
一
応
ひ
か
え
て
行
っ
た
が

、

と
う
と
う
時

間
が
な
く
て
訪
ね
る
機
会
も
な
か
っ
た
が、

旅
の
最
後
に
や
っ
て
き
た
パ
リ
で
は
一
寸
意

外
な
こ
と

に
出
く
わ
し
た
。

私
達
が
仕
事
の
こ
と
で
訪
ね
た
パ
リ
の
証

券
取
引
所
で
偶
然
ヘ
ル
ナ
1

ル
・
ピ

エ
l

ル

氏
と
会
っ
た
こ
と
だ
。
彼
は
三
年
位
前
銀
行

証
券
調
査
団
の
団
長
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
だ
が

、

寡
聞
に
し
て
私

は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
僅
か
=
一
、

四
分
の
商
談
で

、

し
か
も
こ
ち
ら
が
片
言
で

は
実
の
あ
る
話
も
出
来
な
か
っ
た
が

、

近
藤

等
氏
に
よ
ろ
し
く
と

、

と
く
に
い
わ
れ
た
。

明
日
一
日
パ
リ
に
い
て

、

明
後
日
は
東
京

へ
む
け
て
た
つ
こ
と
に
な
る
。
団
体
オ
シ
キ

セ
旅
行
は
一
定
の
枠
か
ら
ど
う
し

て
も
出
に

く
い
が

、

ま
あ
少
し
は
勝
手
な
こ
と
も
出
来

た
よ
う
だ
と

、

今
築
を
お
く
に
あ
た
っ
て
い

さ
さ
か
慰
め
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
買
っ

て
き
た
シ
プ
ト
ン
の

吋
『
三

C
Z
E

〈
巴
ぽ
仏

語

2
5

の
つ
づ
き
を
読
み
な
が
ら
Aユ
伏
も

ね
る
と

し
よ
う
。

(
一九
七
O
年
六
月
廿
四
日
夜

パ
リ

、

ホ
テ
ル
・
ド

ウ
・

グ
リ
ヨ
ン
に
て
)

-695 ー ( 5 ) 
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を
終
え
て
ニ

ュ
1

・

ヨ
ー

グ
に
立
寄
り

、

ア

メ
リ

カ

山
岳
会
の
ル
l

ム
で
そ
の
登
山
の
話

し
を
七

、

八
O
人
の

前
で
や
っ
た
時
で
あ

る
。
オ
ス
カ
ー

は
そ
の
時
私
の
肩
を
た
た
き

な
が
ら

、

近
く
日
本
を
家
族
中
で
訪
れ
る
か

ら
宜
敷
く
と
言
っ
て
い
た
。

約
束
通
り
彼
ら
は
来
た
。
帝
国
ホ
テ
ル
へ

訪
ね
た
ら
チ
ヤ

1

リ

ー

が
、
ニ

ト

O
年
振
り
に
や

っ
と

会
え
た

、

と

と
て
も
喜
ん

で
い
た
。
そ
れ

と

い
う
の
も
私

が
彼
の
一
九
三

八
年
の
遠
行
を

「山
岳
」
に
紹

介
し
て
以
来

、

.

ず
っ
と
文
通
を

ν

統
一け
て
い
た
か

♂

ら
な
の
だ
。
こ

い
こ

に
あ
る
写
真

h

松
方
三
郎
氏

チ
ャ
l

リ

l

氏

J

山

崎
安
治
氏

吉
沢
一
郎
氏

加
一
勝
泰
安
氏

オ
ス
カ

l

氏

模

有
恒
氏

日

高
信
六
郎
氏

近
藤
茂
吉
氏

昭
和
三
六
年

一

一
月
一
五
日
・

毎
日
新
聞
社
撮

影

導 エ
火べ
線レ
ス
卜
の

ハ
ウ
ス
ト
ン
一

。
虫
記
-
開
・
図
。g
吉
田

(4∞
∞ω
t
-∞g
)

オ
ス
カ
l

・

チ
ャ
l

リ

1

の
父

、

オ
ス
カ
l

・

ハ
ウ
ス

ト

ン
も
い
よ
い
よ
こ
の

世
を
去
っ
た
。
(
一

一
一月
一
九
日
)
亨
年
八
六
歳
。
ア
メ

リ
カ

山

岳
会
の
元
老
で
あ
り

、

最
も
優
れ
た
会
員
の

一
人
で
あ
っ
た
。

私
が
彼
と
初
め
て
会
っ
た
の
は

一
九
六

一

年
の
九
月

、

ベ
ル
l

と
ボ
リ
ピ
ア
の
登
山
行

吉沢一郎

は
彼
ら
が
来
日
し
た
時
、
交
野
武
一
君
の
肝

入
り
に
よ
り

、

三
共
本
館
で
歓
迎
し
た
時
の

も
の
で
あ
る
。

さ

て
、

オ
ス
カ
l

は
(
以
下〉
〉
F
3
8
.

問
。
r
o
Z

出
回

R
2

の
書
い
た
追
悼
記
に

よ
る

〉
野
外
運
動
家

、

自

然
保
護
論
者

、

有

名
な
釣
の
達
人
で
あ
っ
た
が

、

本
当
の
登
山

は
、

海
事
法
律
家
と
し

て
国
際
的
に
も
令
名

の
高
く
な
っ
て
い
た
中
年
に
な
っ
て
か
ら
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。

こ

の
前
に
彼
は
既
に
、

自
分
の
生
れ
た
オ

ハ
イ
オ
州
の
ロ
l

ガ
ン
を

離
れ
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
を
最
優
秀
生
と
し

て
卒
業
し

、

同
大

学
の
P

法
律
評
論
H

の
編
集
者
と
な
っ
た
。

そ
の
法
律
家
と
し
て
の
輝
や
か
し
い
仕
事

は
共
同
法
律
事
務
所
で
長
く
続
け
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が

、

彼
は
そ
こ
で
、
タ
イ

タ

ニ

ツ
夕

、

ル
シ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ

・

カ
ッ
ス

ル
、

/

l

マ
ン
デ
ィ
及
び
ア
ン
ドリ
ア
・

ド
リ
ア

等
の
巨
船
の
海
難
事
件
に
お
い
て
貨
物
関
係

の
主
任
顧
問
を
や
っ
た
。
彼
は
又
、
米
国
海

事
法
協
会
と
国
際
法
律
協
会
の
会
長
の
位
置

に
お
り

、

そ
の
他
長
い
問
、
ア
デ
ィ
戸
ン
ダ

ヅ
タ
連
盟
グ
ラ
ブ
の
統
帥
で
も
あ

っ
た
。

一
九
一
二
年
に
Z
丘
一司
印
。ζ
宮

O
O
Z
E

燦
と
結
婚
し
子
供
が
三
人

、

長
女
が
パ
l

パ

ラ
、

次
女
が
ジ
ャ

ネ
ッ
ト

、

末
の
子
が
わ
れ

わ
れ
の
よ
く
知
っ
て
い
る
チ
ャ
ー

ル
ズ
・s

・

ハ
ウ
ス
ト

ン
で
あ
り

、

そ
の
登
山
歴
は
世
界

的
に
有
名
で
あ
る
。

父
と
子
は
共
に
山
を
愛
し

、

多
く
の
登
山

隊
が

、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド

の
グ
レ
ー
ト

・

ネ
Y

グ
に
あ

っ

た
そ
の
温
情
溢
れ

る
家
か
ら

提
案
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ

、

そ
し
て
送
り
出

さ
れ
た
。

オ
ス
カ
l

は
ア
メ
リ
カ
の
登
山
全
体
に
い

ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
貢
献
し
て
い
る
。
彼
は

若
い
登
畿
家
を
励
ま
し

、

発
展
に
つ
く
し
、

援
助
し
た
。
そ
し
て
一
九

三
四
年
に
は
息
子

の
チ
ャ

1

リ

!

と
共
に
登
山
隊
を
組
織
し

、

マ
ッ
キ
ン
リ

I

山
塊
の
フ
ォ
レ
l

カ
l

(
五

一
ニO
三
m
)
の
初
登
畿
を
し
た
。
又

、

一
九

三
七
年
に
は
ア
ラ
ス
カ
山
脈
の
Z
ミ

2
(
凹

一
七
五
m
、
こ
れ
の
初
登
は

一
九
四
一
年
の

ウ
ォ

y

ン
ュ
パ
1

ン
隊
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
)
へ
凍
戸灯
し
た
。

し

か
し
登
山
家
に
と

っ

て
も
っ

と

重
要
な

の
は

、

彼
こ
そ
が
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
を
可
能

に
す
る
の
に

一役
買
っ
た
導
火
線
で
あ
っ
た

と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
一
九
五
O
年
、
彼
が
六
八
歳
の
時、

登
山
家
を
ネ
パ
l

ル
に
い
れ
な
い
政
治
的
障

害
を
打
破
り
(
チ
ャ
1

リ

I

さ
え

、

ど
う
や

っ
て
そ
れ
を
や
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
ら
し

い
)、

そ
の
息
子

、

H
-
w
-
テ
イ

ル
マ
ン

、

ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
・

ベ
イ

タ

ウ
ェ

ル
及
び
エ
リ

ザ
ベ
ス
・

コ
ウ
ル
ズ
夫
人
を
伴
い
、

タ
ン
ボ

チ
ェ
の
廟
ま
で
入
り
こ
ん
だ
。

チ
ャ
l

リ

!

と
テ
イ

ル
マ
ン
は
そ
の
一
日

あ
と

に
、

ダ
ン
プ
氷
爆
の
見
え
る
と
こ
ろ
ま

で
進
み

、

後
に
エ
ベ
レ
ス
ト

が
登
ら
れ
る
唯

一
の
ルl
ト

に
な
る
要
め
を
発
見
し
た
の
で

あ
る
。

オ
ス
カ
l

・

ハ
ウ
ス
ト

ン
の
惣
像
力
と
知

謀
が

、

ダ
ン
プ
・

ル
l

ト

の
開
明
に
寄
与
し

た
こ
と
は
瞭
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
か
く
し
て

齢
い
六
八
歳
に
し
て
登
山
の
世
界
を
変
え
た

の
で
あ
っ
た
。

そ
の
生
涯
の
終
り
に
お
い
て
あ
の
よ

う
に

謙
虚
で
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
と
の
尊
敬
す
べ

き
わ
れ
わ
れ
の
山
岳
会
の
仲
間
は
「
ユ
リ
ッ

シ
l

ズ
」
か
ら
の
引
用
に
は
価
い
し
な
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。

H

私
は
多
く
の
も
の
を
見
た
り
知
っ
た

り
し
た
i
!

人
の
住
む
町

、

そ
し
て
風

習
、
気
候
、
議
会
、
政
府
、
私
自
身
を

も
だ
が
|
|
し
か
し
私
は
そ
れ
ら
総
て

の
も
の
か
ら
敬
ま
わ
れ
た
1
1
8(終

り

)

奇

遇
H
H
H

去
る
三
月
中
句
、
カ
ナ
ダ
の
パ
ン
ク
1

パ

ー

に
い
る

マ
ツ
ダ

ス
・

カ
ッ
ト

グ
リ

ッ

プ
と

い
う
人
か
ら
手
紙
が
来
た
。
タ

ズ
メ
ニ
ア
に

い
る
プ
ラ
ッ
ト

か
ら
質
名
を
教
え
ら
れ
た
が

ム
長
匹、

ア
サ
ヒ

ベ
γ
タ
グ
ス
の
世
界
写
真
コ

ン
グ
1

ル
で
一
等
に
な
り
日
本
に
招
待
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
出
来
た
ら
で

い
い
の
だ
が

、

カ

メ

ラ
屋
の
日
程
よ
り
少
し

早
く
行
く
の
で
手
頃
な
ホ
テ
ル
の
予
約
を
頼

み
た
い

、

と
室
田
いで
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
は
ど
う
や
ら
と
れ
た
。
手
紙
の
往

復
二

、

三
因
。
羽
田
に
迎
い
に
行
っ
て
や

る
。

と
て
も
喜
ん
で
い
た
。
モ
ノ

・

レ
l

ル

と
国
電
で
ホ
テ
ル
へ
。
翌
日
は
カ
メ
ラ
屋
を

二
軒
案
内

、

ズ
ー
ム

そ
の
他
の
買
入
れ
手
伝

い
。
そ
れ
か
ら
北
海
道
へ
彼
は
行
っ
た
。
南

極
大
陸
へ
行
っ

た
時
に
あ
っ
た
人

(J
A
C

会
員
〉
を
訪
れ
る
た
め
。
皆
よ
く
而
倒
を
見

て
下
さ
っ
た
ら
し
い
。

帰
京
後

、

ア
サ
ヒ
の
方
の
日
程
で
動
き日

本
を
満
喫
(
万
博
で
は
人
混
み
に
び
っ
く
り
)

し
た
。
離
日
の
時
に
は
行
き
違
い
で
会
え
な

か
っ

た
が
長
い
手
紙
を
置
い
て
い
っ
た
。
カ

ナ
ダ
で
も

タ
ズ
メ
ニ
ア
で

も
来
た
ら
恩
返
し

を
し
た
い
と
い

う
。

彼
の
ホ
テ
ル
で
私
の
例
の
「
判
取
帳
」
を

出
し
た
ら
「
あ
れ

、

こ
れ
は
見
た
こ
と

が
あ

る
し
、
私
の
名
前
も
書
い
て
あ
る
筈
だ
」
と

一
言
った
。
成
る
ほ
ど
パ
ン
ダ
l

パ
l

で
カ
ナ

ダ
山
岳
会
の
小
集
会
が
あ
っ
た
時

、

二
、
三

人
の
人
に
署
名
し
て
も
ら

っ

た
中
の
一
人
で

あ
っ
た
の
だ
。
し
て
み
る
と
ま
る
っ
き
り
赤

の
他
人
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

彼
は
一
九
三
O
年
生
れ
だ
か
ら
四
O
歳

、

一
O
月
に
は
又
南
極
へ
行
く
と
言
っ
て
い

た
。
世
界
中
の
山
を
よ
く
歩
い
て
い
る
好
背

年
だ
。
手
紙
を
書
く
の
は
大
変
だ
し

、

い
ろ

ん
な
こ
と
で
時
間
も
泊
さ
れ
る
が

、

こ
う
い

う
良
い
山
友
達
が
鼠
算
式
に
増
え
て
い
く
の

も
又
楽
し
み
な
も
の
で
あ
る
。

(吉
沢
〉

-696 ー( 6 ) 
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行
方
沼
東
さ
ん
逝
く

旅
」
会
誌
を
見
て
か
ら
は
急
に
低
山
に
向
う

よ
う
に
な
っ
て

、

そ
れ
と
同
時
に
植
物
採

小

野

幸

集
、
と
く
に
シ
ダ
の
研
究
に
向
か
っ
て
行
か

れ
る
の
で
あ
る
。

あ
な
あ
は
れ
シ
ダ
に
水
や
る
そ
の
他
に

一
わ
た
し
も
行
方
さ
ん
と
同
じ
成
田
に
す
ん

用
な
く
な
り
し
行
方
沼
東
一
で
お
り

、

戦
前
に
山
に
登
る
人
と
い
え
ば
こ

と
の
歌
は
行
方
沼
東
会
員
の
晩
年
の
短
歌

一
の
あ
た
り
で
は
、
ま
っ
た
く
す
く
な
か
っ
た

で
あ
る
。
行
方
さ
ん
は
明
治
二
十
九
年
十
月

一
の
で

、

わ
た
し
が
成
回
中
学
校
の
生
徒
だ
っ

十
日
、
千
葉
県
の
成
田
に
生
ま
れ

、

若
く
し

一
た
昭
和
二
年
の
春
。
同
志
と
山
信
部
を
つ
く

て
志
願
兵
と
な
っ
て
横
須
賀
海
兵
団
に
は
い
一
ろ
う
と
し
た
と
き
初
め
て
相
談
に
う
か
が
つ

り

、

軍
艦
生
駒
や
朝
日
に
勤
務
し
た
り
、
サ
一
た
。
そ
の
頃
の
中
学
校
は
五
年
制
で
あ
っ
た

イ
パ
シ
島
の
守
備
隊
に
な
っ
た
り
し
た
。
除
一
の
で
、
三
年
生
か
ら
五
年
生
の
連
中
に
よ
び

隊
し
て
成
田
の
自

動
車
会
社
に
つ
と
め
た
。

一
か
け
て
夏
休
み
に
日
本
ア
ル
プ
ス
や
尾
瀬
行

戦
時
中
は
町
会
議
員
や
青
年
団
の
顧
問
を
し

一
き
を
さ
そ
っ
た
。
そ
の
参
加
者
が仲
間
と
な

た
り
、
戦
後
は
教
育
長
な
ど
を
つ
と
め
た

一
っ
て
渓
谷
会

と
い
う

山
登
り
の
会
を
つ
く

が
、

そ
の
後
は
野
に
あ
っ
て
一
市
民
と
し
一
、
り
、
昭
和
四
年
か
ら
会
報
を
出
し
は
じ
め

て
、

昭
和
四
十
五
年
三
月
二
十
六
日
、
そ
の
一
た
。
行
方
さ
ん

に
は
そ

の
第
一
号
に
も
「
尾

生
涯
を
終
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
行
年
七
十
一
根
を
伝
ふ
」
と
別
に
短
歌
も
寄
稿
し
て
い
た

三
歳
。
一
だ
い
た
。

趣
味
は
楠
物
採
集
、
洋
画
、
登
山
、
和
歌
一
山
へ
行
方
さ
ん
と
同
行
し
た
の
を
戦
前
は

そ
の

他
多
く
の
も
の
に
取
り
く
ん
で
い
た
一
二
度
ほ
ど
お
ぼ
え
て
い
る
。
一
度
は
あ
る
年

が
、
和
歌
で
は
戦
前
「
金
鈴
」
と
い
う
同
人
一
の
正
月
元
日
千
葉
県
の
鹿
野

山
か
ら
三
石
山

誌
を
十
号
近
か
く
も
つ
づ
け
て
出
し
た
り
、
一
に
ぬ
け
た
。
こ
の
時
は
何
と
か
と
い
う
シ
ダ

植
物
の
方
で
は
昭
和
二
十
七
年
に
日
本
シ
ダ
一
が
あ
る
か
ら
と
、
さ
そ
わ
れ
た
が
、
こ
ち
ら

の
会
を
つ
く
り
、
な
く
な
ら
れ
る
ま
で
に
会

一
は
シ
ダ
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
、
歩
く
方

報
は
九
十
七
号
を
数
え
て
い
る
の
で
あ
る

。
一
の
お
供
だ
け
な
ら
と1島
妥
と
二
人
で
参
加
し

こ
の
稿
の
最
初
に
か
か
げ
た
和
歌
は
行
方
さ

一
た
。
そ
の
日
は
寒
く
、
佐
賀
駅
か
ら
ウ
ネ
ウ

ん
、
昭
和
四
十
一
年
の
作
な
の
で
あ
る
。
一
ネ
し
た
道
路
を
ト
ボ
ト
ボ
と
鹿
野
山
に
登
つ

さ
て

、
山
登
り
の
方
は
横
須
賀
の
海
兵
団
一
た
。
門
前
の
旅
館
に
泊
っ
た
が

、

翌
朝
の
九

時
代

、

横
須
賀
市
内
の
書
店
で
田
部
重
治
名
一
十
九
谷
に
朝
霧
の
か
か
っ
た
景
色
は
今
も
印

誉
会
員

(
旧
、
南
日
)
の
『
日
本
ア
ル
プ
ス
一
象
に
残
っ
て
い
る
。

と
秩
父
巡
礼
』
を
求
め
、
そ
の
記
事に
動
か
一
そ
の
つ
ぎ
の
山
行
き
は
阿
武
隈
の
獄
鳴山

さ
れ
て

、

早
速
そ
の
友
八
月
休
暇
を
利
用
し
一
で
あ
っ
た
。
お
正
月
に
雪
を
ふ
み
に
行
こ
う

て
、
友
人
山
田
氏
を
と
も
な
い
入
ケ
岳
に
登
一
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
に
つ
い
て
は

山
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
大
正
八
年

、
山
へ
一
日
本
山岳
会
の
会
報
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

の
ス
タ
ー
ト

の
年
で
あ
ろ
う
。
一
わ
た
し
の
参
加
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な

そ
の
後
間
も
な
く

、

海
兵
団
除
隊
後
は
回
一
い
が
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
旅
で
あ

部
名
誉
会
員
と
も
近
づ
き
を
得
、
山
の
話
を

一
っ
た
。
こ
の
時
は
真
冬
で
も
あ
り

、

植
物
の

き
き
つ
つ
、
毎
夏
一
回
づ
っ
、
北
ア
ル
プ
ス
一
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ょ

に
足
を
印
し
た
の
で
あ
る
。
燕
岳
か
ら
槍
ケ
一
う
に
お
ぼ
え
て
い
る
。
こ
れ
も
一
泊
旅
行

岳
、
上
高
地
。
針
の
木
越
え
の
薬
師
告
。
後

一
で
、
わ
た
く
し
と
二
人
だ
け
の
山
登
り
で
あ

立
山
縦
走
等
。
一
っ
た
。

そ
の
後
、
松
井
幹
雄
さ
ん
た
ち
の
「
霧
の

一
行
方
沼

東
の
沼
東
(
し
よ

う

と

う

〉
は
号

で
、
印
鰭
沼
の
東
方
に
す
ん
で
い

る
の
で

、

こ
の
よ
う
な
号
を
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
本
名
は
富
太
郎
で
あ
っ
た
。
日
本
山
岳

会
へ
は
昭
和
七
年
に
入
っ
て
、
会
員
番
号
は

一
一
二
八
九
番

、

田
部
、
小
島
の
紹
介
に
な
っ

て
い
る
。
勿
論
、
田

部
重
治
、
小
島
烏
水
両

会
員
で
あ
ろ
う
。

会
報
に
は
よ
く
寄
稿
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

主
な
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。

八
議
山
よ
り
高
笹
山

へ
ニ
入

大
滝
根
よ
り
万
太
郎
へ
一
ニ

O

南
滋
委
任
統
治
諸
島
の
山
々
五
五

ウ

エ
ス

ト
ン
と
同
時
代
の
一
外
人
登
山六

八

「
利
根川
図
志
」
の
著
者
赤
松
宗
旦

義
知
の
こ
と
七
二

三
石
山
と
羊
歯
九
二

清
澄
の
裏
山
路
一

O
六

羽
越
、
荒
川
崎
駅
と
鷹
の
巣
温
泉
一
一O

猫
鳴
山
と
吃
兎
屋
山

一
一
四

栃
木
鉱
泉
と
五
社
山

一
一
九

蓬
田
山
二
二

呼
石
・

和
尚
山
・

湯
岐
二
一
五

な
お
、
戦
後
は
会
報
へ
の
寄
稿
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が

、

主
な
山
登

り
を
あ
げ
よ
う

。
昭
和
二
十
五
年
、
古
賀
志

山
。
二
十
六
年
、
安
房一
高
塚
山
、
三
石
山
、

南
伊
豆
、
清
澄
山
。
二
十
七
年
、
奥
武
蔵
。

二
十
九
年
、
信
濃
豊
口山
、
乾
徳
山

、

上
州

黒
滝
山
。
三
十
年
、
遠
州
戸
中
山
、
会
津
駒

ヶ
岳
、
尾
瀬
、
遠
山

川
北
又
沢
。
三
十
二

年
、
下
野
石
裂
山
。

三
十
三
年
、
朴
の
川

山
、
五
台
山
、
段
戸
の
一
一
袋
山
。
三
十
四
年
、

五
ロ国
山
、
紫
尾
山

、

甫
与
志
岳
。
三
十
六

年
、
野
間
岳
、
磯
閉
山
な
ど
な
の
で
あ
る
。

著
書
は
ふ
た
つ
を
数
え
る
こ
と

が
で
き

る
。シ

ダ
の
採
集
と
培
養

B
6

昭
三
六
・

二
一
-

一
五
加

島
書
店

(
東
京
)

し

だ
帯
(
歌
集
)
昭
四
一
・
一
0
・
一
O

日
本
シ
ダ
の
会
(
成
田
〉

(
付
記
)
こ
の
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、

光計則 量洋高男 「たれの 多は念限前以だ迎し岳枚犬豊飯普島 を 山 氏学 しろ行。わ まい実 。 人沢山 伴 隊の々マ 4 まも方六 六 六六 万歳 山 れ然自 た 」 にがか たに車コ( つ副招長ナ 「 すあさ
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エ
ベ
レ
ス
ト
・

グ
ラ
フ

特
装
本
発
売

エ
ベ
レ
ス
ト

・

グ
ラ
フ
特
装
本
が
出
来
ま

し
た
。
全
隊
員
サ
イ
ン
入
り
。
付
録
に
エ
ベ

レ
ス
ト
特
大
エ
ハ
ガ
キ
が
付
い
て
い
ま

す
。

頒
価
千
円
(
送料
百
五
十
円
)
で
す
。
ま
こ

と
に
美
し
い
グ
ラ
フ
で
す
。
至
急
料
金
を
そ

え
ル
1

ム
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

山
岳
第
六
+
四
年
発
行

山
岳
第
六
十
四
年
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
横
断
」
な
ど
充

実
し
た
内
容
で
す
。
四
十
四
年
度
会
費
未
納

の
方
に
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の
で

、

至
急
会

費
を
お
納
め
下
さ
い
。

ブ
l

タ
ン
か
ら
帰
国

小
方

全

弘

こ
の
た
び
の
私
の
ブ
l

p

ン
旅
行
に
つ
き
一

ま
し
て
は

、
数
々
の
御
高
配
を
た
ま
わ
り

、

一

ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

一

で
六
月
二
十
六
日

、

無
事
帰
国
い
た
し
ま
し
一

た
。

一

今
回
の
旅
行
も
、
ひ
と
り
旅
で
し
た
が

、

一

一
九
六
八
年
の
経
験
が
ず
い
ぶ
ん
と
役
に
立
一

ち
私
と
し
て
は
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

昨
秋
発
表
し
た

が
プ
l
F
Y

素
描
u
(英

一

蓉
室
旦
房
)
の
誤
り
も
何
ら
か
の
形
で
発
表
い一

た
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
問
、
ご
猶
予

一

を
た
ま
わ
り
た
く
存
じ
ま
す
。
と

く
に
わ
ず

一

か
一
九
ヵ
月
の
聞
の
ブ
l

タ
ン
の
発
展
ぶ
り
一

に
は
驚
嘆
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ナ
イ
l

一

プ
な
心
情
に
お
の
れ
自
身
を
深
く
反
省
し
た

一

次
第
で
す
。

一

今
回
は
健
康
に
も
恵
ま
れ、

と

く
に
長
期

一
〕

に
わ
た
っ
て
、
プ
I

F

ン
人
の
家
に
住
ま
わ
一
7

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で

、

彼
ら
の
生
活
の

一〈

一
端
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
天一

候
に
は
恵
ま
れ
ず
、
写
真
と
山
は
ダ
メ
で
し

一

た
が

、

私
な
り
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

一

と
り

あ
え
ず
帰
国
の
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

一

す
。
(
六
月
三
十
日
)

-697ー
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中
正

長
さ
が
短
く
て
幅
が
広
く
、
へ
ソ
の
つ
い

た
ト
ッ
プ
ベ
シ
ド

の
雄
大
な
ス
キ
ー

ー
ー
な

つ
か
し
い
グ
ラ
シ
ッ
ク
・

ス
タ
イ
ル
の
山
ス

キ
ー

を
売
っ
て
い
る
店
が
札
幌
に
あ
る
。
山

道
具
専
門
店
秀
岳
荘
が
北
海
道
の
岳
人
た
ち

に
「
君
臨
」
し
て
い
る
さ
ま
は
驚
く
べ
き
ほ

ど
で

、

今
日
の
北
海
道
の
山
登
り
は
秀
岳
荘

な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て
も
よ
さ

そ
う
だ
。

「
山
の
素
描
」
は
そ
の
店
の
P
R

誌
で
あ

る
。
A
5
版
十
二
ペ
ー

ジ
ば
か
り
の
パ
ン
フ

-
一1
」

一
感心
し
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
唯
一
つ
重
要

一
実
は
こ
う

し
た
こ
と
は
今
に
始
ま
っ
た
こ

一
向
一
一
か
そ
れ
に
反
挺
し
た
記
憶
も
あ
る
。
そ
の

一
一
-
晋
編
集
覚
書

一
な
相
異
を
発
見

し
て
戸
迷
わ
ざ
る
を
得
な
か

一と
で
は
な
い
。
二
十
年
も
や
っ
て
い
れ
ば
、

一気
持
の
内
容
は
、
前
に
も
一
寸
述
ベ
た
か
ら

一
一U
州

一
った
。
そ
れ
は
パ
ラ
ン
ザ
l

ル
の
高
度
が

一こ
の
種
の
こ
と
は
話
の
種
が
尽
き
な
い
位
多

一こ
こ
に
務
さ
な
い
。
尾
根
を
屋
根
と
誤
る
よ

一
三U

望
月
達
夫

一
(
た
だ
し
メ
イ
ス
ン
の
本
に
は
、
ま
だ
山
名

一ぃ
。
比
較
的
若
い
人
の
原
稿
に
誤
り
が
多
い

一う
な
筒
純
議
官

、

み
っ
と
も
な
い
こ
と

里
「
l

一
叫
必
い
がマメ
イ
ス

ン
の
訳
書
で
は
二
て

一の
だ
が
、
年
輩
者
の
も
の
、
著
名
な
方
の
原

一だ
か
ら
無
き
に
し
く
は
な
い
が

、
「
山
岳
」

…
約

二
十
年
間
も
「
山
岳
」
の
一
五
七

O
吠
化
あ
る
の
に
、
K
君
の
原
稿
で
は

一稿
に
も
た
ま
に
は
あ
る
。
人
聞
に
は
思
い
達

一の
ミ
ス
と
し
て

は
む
し
ろ
罪
が
軽
い
。
重
要

一
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
と
い
う
一
二
一、七
五
O
択
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

一
ぃ
、

記
憶
の
誤
り
、
か
き
誤
り
が
ど
う
し
て

一な
こ
と

は
前
記
し
た

二
一
、
五
七
O
が
二

…
ζ
と
は
、
わ

れ
な
が
ら
び
っ
く
一
る
。
早
速
、
訳
者
の
書
き
違
い
か
と

思
っ

一も
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
一
、
七
五
O
と
誤
記
さ
れ
る
よ
う
な
誤
り
こ

…
り
し
て
い
る
が
、

近
く
交
代
者
一
て
、
メ
イ
ス
ン
の

原
書
を
開
い
て
み
る
と
そ

一
そ
れ
で
思
い
出
す
印
象
深
い
話
を
一
つ
し

一
そ
防
が
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
執
筆
者
も
、

に
ひ
き
つ
ぐ
と
い
う
か
ら
に
は
一
の
方
に
も
二
一
、
五
七Oと
あ
る
。
こ
れ
だ

一ょ
う
。

武
田
久
吉
博
士
の
原
稿
の
中
に
、
日

一山
名
、
人
名
、
標
高
等
に
よ
り
精
確
度
を
強

…
で
き
る
だ
け
参
考
に
な
る
こ
と

一
けで
済
ま
し
て
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
万
一

一光
の
オ
オ
マ
ナ
コ

、

コ
マ
ナ
コ
の
山
名
の
記
一
く
要
請
さ
れ
よ
う
。

…
を
書
き
残
し
て
お
い
た
ら
ど
う
一
メ
イ
ス
ン

だ
と
て
書
き
違
い
が
な
い
こ
と
は

一載
が
あ
り
、
そ
れ
が
大
真
子、
小
真
子
と
書
一
私
が
二
+
余
年
の
編
集
担
当
中
最
も心
を

か
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

併
し
い
一
あ
る
ま
い、

K
君
は

、

こ
の
付
近
の
こ
と
を

一
か
れ
て
い
た
。
現
在
一
般
に
は
大
真
名
子

、

一
く
だ
い
た
こ
と
は、
い
い
原
稿
を
得
る
こ
と

…

ぎ
改
ま
っ
て
書
く
と
な
る
と
甚
一
か
な
り
調
べ
て
い
る
筈
だ
し
、
従
来
書
い
た

一小
真
名
子
と
か
く
の
だ
か
ら
、
初
め
は
書
き

一
で
あ
り
、
内
容
に
間
違
い
な
き
を
期
す
る
こ

だ
む
つ
か
し
い
し

、

同
時
に
多
一
も
の
に
も
誤
り
が
少
な
い
と
思
っ
た
も
の
だ

一
誤
り
か
と
思
っ
た
が
、
武
田
さ
ん
は
そ
も
そ

一
と
で
あ
っ
た
。
由
緒
あ
る
会
の
機
関
誌
と
し

忙
に
紛
れ
て
億
劫
で
も
あ
る
。
一
か
ら、
メ
イ
ス
ン

が
使
用
し
た
同
書
に
引
用
一
も山
名
な
ど
を
書
き
ち
が
え
る
方
で
は
な

一
て
造
本
の
点
で
も
で
き
る
だ
け
品
格
の
あ
る

…
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
こ
と
を
一

一
の
註
記
の
あ
る
原
資料H
J

第
十
四
巻
(
一

一
し
、
山
岳
会
の
中
で

も
記
憶
が
確
か
で
、
正

←
も
の
に
し
た
いと
思
っ
た
の
も
事
実
だ
が
、

っ
こ
っ
書
い
て
み
よう
。
一
九

四
七
年
)
所
収
の
切
開
。

-T
H

，
主
主

一
確
無
比
の
き
こ
え
が
特
に
高
い
方
だ
か
ら
、

一
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
右
の
二
つ
が
大
き
か
っ
た

A
V

一円U
F
O-2
|

〉
仏
耳
三
2
2
2
5
0

司
包
2

一迂
か
つ
に
処
理
は
で
き
な
い
。
恐
る
恐
る
電

一
と
思
う
。
充
分
に
な
し
得
た
な
ど
と
は
、
事

私
の
経
験
か
ら
い
う
と
「山
岳
」
の
校
正

一問
。
四5
ロ
と

い
う
文
献
を
総
説
し
て
み
る

一話
を
も
っ
て
お
う
か
が
い
を
た
て
た
。
電
話

一も
思
っ
て
お
ら
な
い
が

、

比
ニ
か
そ
う
い
うこ

を
す
る
場
合
は
、
校
閲
と
か
校
訂
と
か
い
う
一
と
、
そ
れ
に
も
正
し
く
ニ
て
五
七
O
と
あ

一
口

へ
出
ら
れ
た
武
田
さ
ん
は
二
つ
返
事
で

一と
に
寄
与
し
た
か
と
自
ら
信
じ
て
い
る
。

仕
事
が

、

ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
一
っ
て
メ
イ
ス
ン

に
は
間
違
い
が
な
い
こ
と
が

一
「
そ
れ
に
間
違
い
は
な
い
筈
だ
が

、

念
の
た

一
(
昨
今
引
続
き
多
忙
に
過
ぎ
、
本
稿
も
大
阪

で
あ
る
。
従
っ
て
将
来
校
正
だ
け
を
専
門
家

一判
明
し
た
。
改
測
さ
れ
て
当
時
と
'
高
度
が
多

一一め
、
日
光
山
志
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
」
と
言

一
の
旅
舎
の
一
室
で
勿
々
の
間
に
書
い
た
。
思

に
ま
か
せ
る
に
し
て
も

、

編
集
者
が
原
稿
を
一
少
変化す
る
例
も
な
く
は
な
い
が

、

た
ま
た
一
わ
れ、

お
や
お
や
長
い
待
問
が
か
か
る
の
か

一う
こ
と
が
充
分
現
わ
せ
な
い
の
を
お
そ
れ

熟
読
し
て
校
訂
を
す
る
な
り
、
校
正
刷
に
な
一
ま

K
君
の
原
稿
に
は
メ
ー

ト
ル
表
示
の
高
度

一と
思
っ
て
い
る
と

、

僅
か
三
、
四
分
後
に

一る
)
|
|
一
九
七
O
年
五
月
五
日
記

っ
た
段
階
で
も
一
、
二
度
は
熟
読
す
ぺ
し

、

一
が
併
記
され
て
い
る
の
で
、
そ
の
数
字
六
五

一
「
日
光
山
志に
は
真
子
と
あ
っ
て
、
名
は
入

一

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
七
五
を
労
を
い
と
わ
ず
換
算
し
て
み
る
と
一
一

一
っ
て
い
な
い
ね

、

だ
か
ら
そ
の
ま
ま
で
よ
ろ

一

実
例
を
述
ベ
ょ
う
。
つ
い
最
近
の
例
だ
一
一
、
五
七
O
に
ご
く
近
い
数
字
を
得
た
。
こ

一
し
い
」
と
い
う
御
返
事
、
そ
こ
で
私
は
誤
植

一

が
、

目
下
校
正
中
の
六
十
四
年
号
に
載
る
Y

一
れ
だ
け材
料
が
そ
ろ
え
ば
二
一
、
七
五
O
が

一
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ル
ピ
を
振
ら

一

君
の
原
稿
中
に
パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

一
誤
り
だと
い
う
こ
と
は
、

も
は
や

否
定
で
き

一
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
、
快
諾
を
得
て

、

一

パ
ラ
ン
ザ
1

ル
と
い
う
山
の
こ
と
が
出
て
く

一
な
い。

一
お
礼
を
い
っ
て
電
話
を
お
い
た
。
流
石
に
武

­

る
。
も
っ
と
も
同
原
稿
の
そ
こ
の
所
は
K
君
一
た
だ
校
正
だ
け
を
や
っ
て
い
れ
ば
短
時
間

一
回
さ
ん
に
は
間
違
い
が
な
い
し
、
記
憶
も
は

一

が
加
筆
訂
正
し
て
い
る
の
で

、

K

君
の
原
稿
一
で
済
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
を、
な
ま
じ
余
け
一
っ
き
り
し
て
お
ら
れ
る
し
、
且
つ
直
ち
に
原

一

と
い
っ
て
も
嘘
で
は
な
い
。
私
は
原
稿
で

一
い
な
こと
を
や
っ
た
お
陰
で
と
ん
だ
時
間
を

一
典
に
あ
た
る
等、
改
め
て
尊
敬
を
覚
え
た
。

一

は
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
が

、

校
正
に
あ
た
一
費
し
た
と
思
っ
た
が

、

若
し
こ
れ
を
や
ら
な
一
こ
れ
は
一
例
だ
が
、こ
う
い
う
こ
と
で
手

一

っ
て
引
用
さ
れ
て
い
た
K
・

メ
イ
ス
ン
『
ヒ

一
か
っ
た
ら
、
誤
っ
た
高
さ
が
活
字と
な
っ
て

一
紙
を
か
き或
い
は
電
話
を
か
け
る
な
ど
、
凡

一

マ
ラ
ヤ
』

か
ら
の
数
行
を
念
の
た
め
に
原
典
一
定
着
し、

流
布
さ
れ
た
か
も
判
ら
な
い
。
こ

←
て
時
間
も
要
し
、
手
間
の
か
か
る
こ
と
は
言

一

と
照
合
し
て
み
た
。
こ
れ
は
な
にも
同
訳
書
一
う
い
う
誤
り
が
実
は
一
番
困
る
こ
と
で
「
山

一
う
まで
も
な
い
。
併
し
編
集
者
た
る
も
の

一

が
た
ま
た
ま
田
辺
氏
と
私
と
の
共
訳
だ
か
ら
一
岳
」
の
記
事
は
案
外一般
が
信
用
す
る
か

一
は

、

労
を
い
と
わ
ず

、

お
し
ま
ず
こ
の
種
の

一

と
い
う
こ
と
か
ら
で
は
な
く
、
原
典
が
手
許

一ら
、

簡
単
な
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
よ

り
箆
同
か
注
一
と
と
を

積
極
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

一

に
あ
る
限
り
は
、
で

き
る
だ
け
そ
う
す
る
の
一
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
か
ね
て
抱
懐

一と
思
う
。

一

が
私
の
習
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
字
句
に
殆
ん
一
し
て
い
た
こ

と

を
改
め
て
痛
感
し
た
次
第
で

一
私
は
か
つ
て
あ
る
先
輩
か
ら
「
山
岳
」
に

一

ど
誤
り
が
な
か
っ
た
の
は
流
石
に
K
君
だ
と
一
あ
る
。

誤
植
の
少
な
く
な
い
点
の
御
指
摘
を
う
け
、

一

第
一
集

松
崎

宮岡
福国

国
囚

レ
ッ
ト
が
一
年
に
三
回
送
ら
れ
て
く
る
。

昭
和
三
十
七
年
の
創
刊
当
時

、

編
集
者
の

山
口
透
氏
は
、
「
こ

の
北
海
道
の
山
々
に
足

跡
を
残
さ
れ
た
人
た
ち
の
記
録
や
随
筆
な
ど

を
い
ま
に
し
て
集
め
て
お
か
な
い
と

、

あ
と

に
な
っ
た
ら
と
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
事
実

そ
う
い
っ
た
悔
を
、
年
ご
と
重
ね
つ
つ
あ
る

の
は
残
念
だ
。
」
と
心
が
ま
え
を
語
り
、
協

力
者
の
坂
本
直
行
氏
は
「
多
少
山
の
絵
を
描

い
た
り
、
文
章
を
曲
り
な
り
に
も
書
い
た
り

し
て
い
る
と
、
営
業
で
な
い

山
の
雑
誌
め
い

た
も
の
を
こ
し
ら
え
て

、
山
を
中
心
に
し
て

勝
手
な
熱
を
も
り
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
ら

さ
ぞ

か
し
楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が

、

幸
か
不
幸
か
、
そ
の
も
の
ズ

パ
リ
で

は
な
い
に
し
て
も

、

そ
れ
に
近
い
話
を
持
ち

こ
ま
れ
た

・
:

(
中
略
)
金
井
さ
ん
に
し
た

と
こ

ろ
で
|
|

ソ
戸
パ
ン
が
邪
魔
で
と
て
も

読
め
た
も
の
じ
ゃ
な
い
ー
ー
な
ん
て
い
う
雑

誌
を
つ
く
る
心
配
は
な
い
ど
こ
ろ
か

、

ひ
ょ

っ

と
す
る

と
雑
誌
の
ナ
ダ
レ
の
下
敷
に
な
っ

て
、
遭
難
す
る
危
険
の
方
が心
配
で
あ
る
ほ

ど
山
の
熱
愛
者
で
あ
る
と
こ

ろ
に

、
僕
た
ち

は
喜
び
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
(
中
略
〉
僕

の
欲
か
ら
い
え
ば

、

将
来
北
海
道
を
中
心
と

し
た
、
文
学
的
な
山
の
香
り
高
い
、
そ
し
て

登
山
者
の
教
養
を
高
め
る
品
格
を
そ
な
え
た

「
山
の
素
描
」
を
も
り
あ
げ
た
雑
誌
に
発
展

す
る
こ
と
を
心
か
ら
ね
が
う
次
第
で
あ
る
。
」

と
童
聞
い
て
い
る
。

ま
た
発
行
者
の
秀
岳
荘
主
人
金
井
五
郎
氏

は
「
こ
れ
ば
か
り
は

、

た
と
え
店
が
つ
ぶ
れ

て
も
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
は
し
た
く
な
い

、
と

思
う
。
岳
人
の
書
架
に
残
る
も
の
に
し
た

い
、

た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て

い
る
が

、

「
発
刊
に
寄
せ
て
」
と
題
し
て
伊

藤
秀
五
郎
氏
は
「
本
誌
は
刊
行
者
、
編
集

者
、

読
者
の
息
が
あ
っ
て
、
十
年
以
上
の
長

寿
を
祝
う
日
の
あ
る
こ

と
を
望
み
た
い
。
」

と
、
い
さ
さ
か
心
配
顔
で
あ
っ
た
。

と
こ

ろ
が
、
「
山
の

素
描
」
は
遭
難
も
せ

ず
に
無
事
続
い
て
五
年
、
金
井
氏
は
「
新
し

い
『
素
描
』
が
で
き
上
っ
て
く
る
と

、

私
は

( 8 ) -698ー
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い
つ
も
胸
を
お
ど
ら
せ
な
が
ら
手
に
と

っ

て
一
に
は
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
鎌
田
耕
治

見
る
。
こ
ん
な
り
っ
ぱ
な

も
の
が
う
ち
の
店

一
「
砂
金
の
あ
る
故
郷
の
山
」
は
見
事
な
短
縮

か
ら
出
せ
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

一
小
説
。
渡
辺
定
元
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
」
は

と
い
う
こ
と

に
大
き
な
し
あ
わ
せ
を
感
じ
な
一
営
林
箸
の
専
門
家
に
よ
る
北
海
道
の
ウ
ス
ユ

い
わ
け
に
い
か
な
い
。
た
だ

、

も
っ

と

ベ
l

一
キ
ソ

ウ
の
総
決
算
で
あ
る
。
し
か
し

な
が

ジ
数
が
あ
っ
た
ら
と
思
う

け
れ
ど
、
景
気
よ
一
ら
、
折
角
な
ら

、

学
名
や
精
類
ご
と
の
相
違

く
始
め
て
パ
ッ

と
消
え
て
な

く
な
る
よ
り

、

一
点
を

簡
単
で
よ
い
か
ら
示
し
て
い
た
だ
き
た

細
く
長
く
つ
唄
つ
い
た
ほ-つ
が
い
い
か
ら
と
自

一
か
っ
た
。

ら
を
慰
め
て
い
る
。
と
き
と
き

、

こ
れ
ま
で
一
ひ
と
つ
気
の
つ
い
た
こ
と
。
七
十
五
ペ
ー

の
も
の
を
か
さ

ね
て
み
る
が

、

ま
だ
浮
い
。
一
ジ
に
「
忍
路
の兜
岩
に
は
忍
路
草
と
い
う
珍

せ
め
て
こ
の
倍
の
厚
さ
に
な

っ
た
ら
製

本
一
ら
し
い
草
が
あ
の
岩
の
裂
自
に
根
を
下
し
て

し

、
一
冊
の
山
の
随
筆
集
と
し
て

、

最
初
か
一
繁
茂
し
て
い
る
。
こ
の
草
は
牧
野
植
物
図
鑑

ら
読
み
返
え
し
て
み
た
い
と
楽
し
み
に
し

て
一
に
も
載
っ

て
お
ら
ず

、

こ
こ
に

し
か
な

い
草

い
る
。」
と
感
慨
を
も
ら
し
て
い
た
が
、
昭
一
と
い
わ
れ
て
い
る
。
」
と
ある
が

、

忍
路
草

和
四
十
四
年
遂
に
八
年
目
に
至
っ
て
通
巻
二
一
は
確
かに
珍
ら
し
い
草
で
は
あ
る
が

、

青
森

、

十
四
冊
二
百
九
十
二
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
全
部
一
新
潟
の
海
岸
に
も
産
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て

を
第

一
集
と
し
て

一
冊
に
ま
と
め
る
こ

と
が
一
お
り

、

牧
野
図
鑑
(
新
版
)
に
は
パ
シ
タ
ル

出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
四
十
五
年
度
か
一
モ
ン
と

い
う
ア
イ
ヌ

語
で
載
っ
て
い
る
。

ら
は
第
二
集
に
向
っ
て
活
実
な
歩
み
を
続
け
一

一一言
い
一
泊
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は

、

毎
号
戟

ょ
う
と
し
て
い

る
。
大
い
に
声
援
を
お
く

り
一
っ
て
い
る

直
行
函
伯
の
花
の
ス
ケ
ッ

チ
で
あ

た
い
。
一
る
。
「
素
描
」
の
題
字
を
書
い
た
り

、

秀
岳

さ
て
第
一
集
の
内

容
で
あ
る
が

、

巻
頭
の
一
荘
の
名
づ
け
親
に
な
っ
た
り
し

て
い
る
画
伯

望
月
達
夫
氏
の
「
北
の
山
」
(
こ
れ
は
あ
と
一
のこ
の
美
し

い
カ

ッ

ト

は
、

二
色
刷
で
毎
号

に
な
っ
て
「
遠
い
山
近
い
山
」
に
お
さ
め
ら
一
工
夫
を
こ
ら
し
た
組
み
方
の
本
文
を
い
や
が

れ
た
)
を
は
じ
め

、

加
納
一
郎
氏
「
霧
務
を
一
上
に
も
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

雑
記
」、

深
田
久
弥
氏
「
チ
セ
ヌ
プ
リ
」
な
一
合
本
に
な

っ
た
第
一
集
は
瀦
酒
な
グ
レ
l

ど
、
道
産
子
で
ある
と
内
地
人
で
あ
る
と
を
一
の
表
紙
を
つ
け
ら
れ
て

、

金
井
氏
の
念
じ
た

問
わ
ず

、

す
べ
て
心
か
ら
北
海
道
の
山
を
愛
一
ご
と
く
愛
蔵
す
る
に
値
す
る
立
派
な
も
の
と

す
る
人
た
ち
の
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
研
一
な
っ
た
が、

タ
イ

ト
ル
・

ペ
ー

ジ
と
奥
付
の

究
、

随
筆

、

記
録

、

紀
行
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
一
な
い
こ
と

は
画
竜
点
晴
を
欠
く
。
類
の
な
い

分
野
に
わ
た
り
、
総
勢
百
二
人
の
北
海
道
の
一
本
で
あ
る
だ
け
に
惜
し
い
と
思
う
。

山
に
関
す
る
楽
し
い
文
で
い

っ
ぱ
い
で

あ
一

な
お
札
幌
か
ら
も
う
一
つ
の
P
R

誌
が
私

る
。

一
の
と

こ
ろ
へ
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。

「
紅
」

主
観
的
に
な
る
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
一
と
題
す
る
味
憎
会
社
の
随
筆
誌
で
、
最
近
は

記
事
を
あ
げ
て
み
る

。
向
川
信
一
「
回
想
の
一
坂
本
画
伯
の
「
は
る
か
な
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
」
と

オ
コ
タ
ン

ペ
湖
の
旅
」
は
あ
り
し
日
の
と
の
一
い
う
函文
が
連
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記

神
秘
な
湖
へ
の
挽
歌
と
い
え
よ
う

。
周
は
じ
一
し
て
お
く
。

め
「
草
に
消
え
る
道
」
は

根
釧
原
野
の
消
え
一
「
山
の
索
描
」
札
幌
市
北
十
三
条
西
四
丁

ゆ
く
悲
し
み
を
雲
雀
を
飼
う
松
木
蒋
術
門
老

一
回

秀
岳
荘
発
行

人
の
思
い
出
と
と
も
に
美
し
い
筆
で
描
く
。
一
「
紅
」
札
幌
市
北
三
条
東
四
丁
目
岩
田
政

早
川
禎
治
「
グ
マ
ネ
シ
リ
の
こ
と
」
は
い
か
一
造
サー
ビ
ス

・
セ
ン
タ
ー

内
紫
紅
会
発
行

に
も

北
海
道
の
山
で
あ
る
。

低
い
の
に
こ
れ
一
(
付
記
)
こ
の
稿
を
書
き
終
っ
て
か
ら
「

山

だ
け
の
情
熱
の
打
ち
込
め
る
山
は
も
う
内
地
一
の
素
描
」
は
創
刊
当
時
に
望
月
達
夫
氏
に
よ

図
書
受
入
報
告

山
と

渓
谷
社
寄
贈

ω
『
カ
ラ
l

立
山
、
剣
岳
l

黒
部
と
白
馬

岳
!

』
(
カ
ラ
l

ガ
イ
ド
ぬ
〉
昭
和
必

文
部
省
登
山
研
修
所
寄
贈

ω
『
登
山
指導
者
研
修
会
テ
キ
ス
ト

』
昭
和

F
hd
 

A

性

二
見
重
房
寄
贈

ω
本
多
勝
一
著
『
初
め
て
の
山
』
昭
和
必

和
田
匡
弘
氏
寄
贈

ω
和
田
匡
弘
著
『
ア
フ
リ

カ
縦
横
断
l

早
大

ア
フ
リ
カ
縦
断
登
山
隊

の
記
録
l

』
朝
日

新
聞
社
昭
和

必

城
山
正
三
氏
寄
贈

ω
城
山
正
三
著
『
秘
境
白
頭
山
天
池
探
行
記

録
』
殻
文
社
昭

和
必

林

鋭
氏
寄
贈

ω
林
謀
者
『
修
学
旅
行
の
事
例
的
研
究
』
高

松
第
一
高
等
学
校
昭

必

定
期
刊
行
物
受
入
報
告

〔部
報
・
会
報
〕

ω
関
西
大
学
山
岳
会
ヒ

マ
ラ
ヤ
委
員
会

『
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
W
通
信
』
Z
o

u

ω
広
島
山
の
会
『
山
毛
俸
林
』
Z
O
H
S
i

]
戸
酌
印AH印1
1
ω
〉
'ふ

ω
福
島
県
山
岳
連
盟
『
稲
島
山
岳
』
Z
0
・
H

品
印l
l

印

ω
兵
庫
県
山
岳
連
盟
『
兵
庫
山
岳
』
Z
0
・
ミ

品
目1
1
∞

ω
『
北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
誌
』

Z
。

斗
ム

印l
l

ω

山
間
国立
公
園
協
会
『
国
立
公
園
』
Z
0
・
N
ミ

ι
印
i
l
E

m
京
都
山
岳
会
『
京
都山
岳
』
Z
o

日
台

品
印
l
l

品

川
間
『
日
本
大
学山
岳
部
会

報
』
Z
。

N
G

同
国自
由〉
，、
∞
∞

一
図
書
室
便
り
)

昭
K
M・
6

っ
て
図
書
紹
介
欄
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
あ
る

の
を
知
っ
た
。
会
報
第

一
一一
ニ一号
。

側
『
日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
会
報
』
Z
。

印
品
印
}
t
m

M叫
『
日
本
山
岳
協
会
会
報
』Z
O
H
m

品
印

l
l

印

ω
『
岡
山
大
学
山
岳
部
部
報
』

Z
。
・

5

AF印I
l

ω

ω
奥
多
摩
山
面
会
『
0
・
M
・
C

レ
ポ
ー
ト

』

Z
。
・

N
会

N
品
∞

仏
印l
l
m
叶

ω
東
京
野
歩
路
会
『
山
嶺
』
Z
o

怠
N

合

I
l

町

凶
『
札
幌
山
の
会年
報
』
Z
0
・
N

合
|
印

ω
日
本
目
然
保
護
協
会
『
自
然
保
護
』
Z
0
・

甲
田
ム
印
l
l
印

刷
低
い
山
を
歩
く
会
『
低
山
』

〈
。
一-
g
l

目
。
品
叩1
1
品
〉t
由

間
『
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
報
』
Z
。
.
由

品
目1
1

印

側
横
浜
山
岳
会
『
山
』
Z
。
.
品8
.
品
目
白

AF印
i
i

印
由

刊
日
本
登
山
協
会
『
山
と

雪
』
Z
o
E

∞

Am--m
 

〔雑
誌
〕

ω
『
ア
ル
プ
』
2
0
・
E
∞

5
8
1

a

ω
『
丘
山
人』
N
3
.
}主
導
(叶
C
吊
〉
対
一
壬
)

〔そ
の
他
〕

山
『
明
大
訪
華
親
善
登
山
学
術
探
査
隊
計
画

書
判
』

ω
高
松
一
南
東
ア
フ
リ
カ
遠
征
準
備
委
員
会

『
東
ア
フ
リ
カ
踏
査に
関
す
る
計
画
書
』

旬
。a
z
-
-
a
kp
z
守
a
z

旬
回
目
。
-
国
吋
ロ

F
R

〉
}
司5
広
E
E
J
H
由
叶C
l
H

日
目
R

U
5

〉
-
u
g
J
Z。
・
印
・
呂
3
5
8

・

ω

メ
〉
u
u
m
z
n
r
M
ω
『
三
-
2
5
3

.
〈
o
--

8
.
2
0
・
由
w
宮
ミ

5
3

ι
目
E

ロ
2

切
。
同
開ω
Z
F問
。
円
ノ
一
『主
再
開ω
口
問

ミ
-
z
m間
同
町
唱
ぞ
向
E
S

叶
0
・

印
-
R
叶
r
o
c
o
o
問
日
目
u
r
H
n
丘

一『O
Z
2
臣

-
J

〈
o
--
H
g
H
》
釦Z
H

冨
R

n
F
H
S
0
・

由
・
震

円、問
玄

O

ロ
片
山
コ
ヘ
・Z
0
・
5
.
O
E
O­

ヨ
『
2
5

3

斗
-
R
Y
A
O
Zコ
C
Z
コ
ノ
ヲ向。
也
・
7
向
釦可
]戸
田J可0

・

∞
'
去
、

「
7
m

玄
E

コ
E
5
(
U
一
与
え

ω
E
P

〉
『
ユE

J
Z
。
叶

H
.
3g
・

七
月
理
事
評
議
員
会

(
一
日
午
後
六
時
半
本
会ル
l

ム
)

マ
出
席
者

三
国
会
長

、

吉
沢

、

深
田
副
会

長
、

藤
井
、
山
崎
、
丹
部

、

大
森
、
中
屋

、

野
上

、

小
倉

、

宮
下
、
牧
之
内

、

神
原

、

松

永
各
理
事
、
折
井

、

渡
辺
(兵
)
村
山
、
高

山W
R
叶
r
o
z
o
司
ω
一g
m

同v
mw
円
ω
ロ
o
n
HH
〈
Aw-
-

­

〈
o
一-
P
Z
0
・
ω
H
.
7
pu、
H
由
叶0
・

5
2
0
2
0
2
2
0
E
R

『
2

〉
ぽ
2
2
5

0

弓
ω
3.
γ
r
a
g
同
日
印
.
z
o
p
ω
E
・

7
向2
N

九
〉
匂
ユ
一HU叶
0
・

口

氏

0
2
0
2
2
n
E
R
r
o

〉
Z
E
N
O
M
E
B

ロ
間
ノ
ト『釦
『
吋
開
制
凶コ
間

∞
∞・
明
。
-
問
。

H
ω吋
0

・

7
白
骨
ミ
〉
同三
ご
ミ

0
・

H
N・
R

m
Z
E
Z
E
g
ω

ニ
ペ
.
〉
ロ
ロ
。
2
.

z
o

品
.
〉
恒
三0
5
斗
0
・

H
U・
ミ

E
A
N
Z
E
E
B
E
E
F
-
-

場
〉
コ
ロ
。
甲
ゲ

Z
。

ω

P
冨
問

N
。
〉
HV
2
Z
5
8

・

5

C
H

〉
〉
・
切
三
一
E
E

-
-

-
z
o

ω
タ
品
0
.

〉
2
H
-
冨
巳

3
8
・

洋
書
受
入
報
告

山
田
圭
一
氏
寄
贈

(H
)冨
旦
ω
。

ω
ωロ
ロ
E
.
同
巴
目
r
F
J
F自
主
"

『
叶
，r
o
〉
一司
ω
』
(
H，

F
Z
F
E

巳
『
三
者
0
・

ュ
ι

〈
。
一・
固
Y
F
。
ロ

ι
2
・
4司
R

乱

Hh
o
o
-
r
H
申
寸0
・

(P
・
S

)
N
0
・

u

梅
雨
も
あ
け
た
よ
う
で

あ
る
。

今
年
の
夏

は
寒
そ
う
だ
。
秋
田
出
の
知
人
が
し
き
り
に

憤
っ
て
い
た
。
入
梅
と
は
梅
雨
に
入
る

こ
と

で
梅
雨
そ
の
も
の
の
こ

と
で
は
な
い
。

東
京

の
人
は
全
く
困
る

、

と

言
う
の
で
あ
る
。
私

も
東
京
人
が
全
部
そ
う
い
う
昔
日
い方
を
す
る

の
か
ど
う
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
が

、

時
々
聞

く

と
と

が
あ
っ
て
や
は
り
妙
で
あ
る
。
『
出

梅
』
と
い
う
勇
ま
し

い
の
が
あ
っ
て
も
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。

(
東
〉

会
務
報
告

-699 ー ( 9 ) 
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山
各
評
議
員
、
小
原
監
事
、
松
方、

松

田
エ
ベ
レ
ス
ト

委
員

マ
議
事

・

成
田
隊
員
弔
慰
金
の
件
(
藤
井
〉

一応
の
目
安
を
三
百
万
円
と
し

エ
ベ

レ
ス
ト
勘
定
か
ら
支
出
す
る
。
ζ

の
件

に
つ
い
て
は
委
員
会
側
の
担
当
は
松
田

委
員
が
当
る
。

-

第
二
次
R
C
C

の
件
(
山
崎

)

団
体
加
盟
申
請
と
同
時
に
推
せ
ん
依

頼
が
あ
る
が

、

入
会
の
件
は
承
認
、
推

せ
ん
の
件
は
吉
沢
副
会
長
が
代
表
者
と

話
し
あ
っ
た
結
果
を
み
て
再
検
討
す

る
。
な
お
遠
征
の
た
め
便
宜
的
に
入
会

す
る
例
が
増
え
て
い
る
が
こ
の
件
に
つ

い
て
も
会
の
態
度
を
決
め
て
お
き
た

、
ν-

日
米
合
同
の
遠
征
計
画
の
申
請
に
日

本
山
岳
会
後
援
名
儀
使
用
の
件

(
松
永
〉

本
会
に
一
一
切
の
迷
惑
の
な
い
こと
を

条
件
と
し
て
前
可
す
る
。

・

エ
ベ
レ
ス
ト
隊
使
用
済
み
の
装
備
処

理
に
関
す
る
件
(
松

田
)

八
月
末
に
日
本
へ
到
着
予
定
の
持
ち

帰
り
装
備
は
、
管
理
そ
の
他
の
点
を
考

慮
し
て
文
部
省
登
山
研
修
所
へ
寄
贈
す

る

。
た

だ
し
本
会
で
使
用
の
場
合
許可

さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。
ま
た
装
備
四

セ
ッ

ト
は
エ
ベ
レ
ス
ト
展

に
使
用
後

、

三
セ
ッ
ト

は
秩
父
宮
記
念
館
に

、

一
セ

ッ

ト
は
本
会
で
保
管
す
る
。

-

エ
ベ
レ
ス
ト

国
際
登
山
隊
の
参
加
要

請
に
関
す
る

件
(
吉
沢
〉

明
年
の
国
際
隊
が

、

隊
員
と
し
て
南

壁
経
験
者
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る

が
、

自
己
負
担
金
鍔
の
問
題
で
む
ず
か

し
い
。
本
会
と
し
個
人
的
な
参
加希
望

者
を
斡
旋
す
る
態
度
に
止
め
る
。
ま
た

同
時
に
要
請
の
あ
っ
た
毎
日
新
聞
位
後

援
の
問
題
は
吉
沢
副
会
長
と
藤
井
理
事

が
折
衝
し
て
み
る
。

-

新
旧
役
員
懇
談
会
の
件

(山
崎
〉

( 10 ) 

七
月
末
か
八
月
初
旬
に
開
催
し
た

い
。
具

体
的
な
問
題
は
丹
部
理
事
に
一
任
す
る
。

・
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
の
シ
ェ
ル
パ
同
伴
帰
国
に

関
す
る
件
(
小
原
)

理
事
会
の
意
に
反
し
同
行
し
た
こ
と

は
、

松
田
委
員
の
説
明
に
よ
り
連
絡
の
行
き
違
い

で
あ
っ
た
こ
と
を
了
承
す
る
。

-

イ
タ
リ

ア
山
岳
会
々
報
の
日
本
特
集
号
の

原
稿
依
頼
の
件
〈
神
原

)

山
崎
理
事
に
一
任
す

る
。

・

フ
ラ
ン
ス
隊
ジ

ャ

ヌ

l

遠
征
隊
の
記
録
映

画
上
映
に
つ
い
て
(
丹
部
)

フ
ラ
ン
ス

貿
易
セ
ン
タ
ー

か
ら
会
員
の
希

望
が
あ
れ
ば
上
映
す
る
む
ね
の
申
し
入
れ
が

あ
り
、
後
日
検
討
す
る
。

・

上
高
地
山
荘
に
関
す
る
件
(

折
井
)

替
地
申
請
を
本
年
中
に
行
な
い、

来
年
度

は
具
体
的
に
改
築
工
事
に
着
手
し
た
い

の

で
、

こ
の
計
画
に
基
い
て
山
荘
運
営
委
員
会

を
拡
充
す
る
。
今
後
山
荘
の
充
実
を
重
点
課

題
の

一
つ
と
し
て
進
め
た
い
。

-

公
式
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
(

折
井
〉

野
上
理
事
の
担
当
で
確
実
な
保
存
方
法
を

研
究
し
、
常
務
理
事
会
で
善
処
す
る
。

マ
報
告

・

エ
ベ
レ
ス
ト
隊
帰
国
報
告
会
の
件(

松
方
)

・

六
月
現
地
支
部
長
会
議
の
件
(

山
崎
)

・

婦
人
懇
該
会

、

並
び
に
女
子
登
山
指
導
者

研
修
会
の
件
(
小
倉
)

.

ヒ
ラ
リ

l

卿
夫
妻
の
訪
日
日
程
の
件(

神
原
)

・

韓
国
ソ
ウ
ル
大
山
岳
部
O
B

会
歓
迎
会
の

件
(
神
原
)

.

富
士
山
頂
医
学
研
究
所
医
師
派
遣
の
件

(
大
森
〉

-700ー

婦
人
懇
談
会
集
会
報
告

六
月
二
十
七
日

(
土
)
夕
方
か
ら
二
十
八

日
(
日
)
の
昼
ま
で

、

隣
家
に
住
ま

れ
て
い

る
川
森
さ
ん
の
お
世
話
で
、
世
田
ケ
谷
区
野

毛
に
あ
る
夏
尽
都
世
田
ヶ
谷
青
年
の
家
で
関
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3

日
(
水
)
理
事
評
議
員
会

4

日
(
木
〉
稲
門
山
岳
会
幹
事
会

9
日

(
火
)
北
大
山
の
会
懇
談
会

m
日

(
水
)
第
二
六
O
回

小
集
会
・

映
画

「
グ
ル
ジ
ャ
ヒ
マ
l

ル
登
頂
の

記
録
」
薬
師
義
美
氏

ロ
日
(
金
〉
図
書
委
員
会

エ
ベ
レ
ス
ト

委
員
会

日
日
(
土
)
日
・

ネ
協
会
評
議
員
会

学
生
部
女
子
部
例
会

か
れ
た
。

玉
川
、
第
三
京
浜
を
見
下
す
荷
台
に
あ
り

杉
、

松
の
林
に
か
と
ま
れ
た
近
代
建
築
の
建

物
で

、

ホ
ー

ル
、
会
議
室

、

芝
生
の
庭
、
中

央
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
1

の
出
来
る
囲
い

ま
で
あ
っ
て
設
備
が
理
想
的
と
い
っ
て
も
過

言
で
な
い
程
い
い

、

係
の
山
口
、
関
凶
さ
ん

の
骨
折
で
手
作
り
の
夕
食を
閲
み

、

こ
れ
か

ら
の
登
山
抱
負
な
ど
語
り
合っ
た
。
ヒ
マ
ラ

ヤ
方
面
へ
の
希
望
が
多
い
。
少
人
数
で
ワ
ン

デ
リ
ン
グ
を
し
て
み
た
い
な
ど
。

家
庭
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
子
供
の
ため
に

ど
う
し
て
も
泊
れ
な
い
方
や
用
事
の
あ
る
方

は
日
帰
り
さ
れ
た
が
、
ム
ヌ
後
こ
の
ような
催

し
が
あ
っ
た
ら
日
帰
り
で
も
差
し
支
え
な
い

か
ら
ど
し
ど
し
参
加
し
て
頂
き
た
い
。

二
日
目
は
六
時
三
十
分
起
床

、

分
担
し
て

掃
除
を
し
七
時
三
十
分、
裸
足
に
な
っ
て
芝

生
に
出

、

ホ
ー

ル
か
ら
の
レ
コ

ー
ド

に
合
わ

せ
て
ラ
ヂ
オ
体
操
を
す
る
。川
森
さ
ん
の
案

内
で
近
く
の
善
養
寺
の
樹
令
七
百
数
十
年
の

特
別
天
然
記
念
物
の
椎
の
木
を
見
に
行
く
。

一
部
の
も
の
は
等
々
力
渓
谷
へ
散
歩
に
出

る

。
梅
雨
の
中
休
み
で
青
空
が
の
ぞ
く

。
つ

め
た
い
風
が
気
持
が
い
い
。
関
談
後
中
食
し

て
散
会
し
た
。

マ
参
加
者
今
井

、
川
森
、
小
原
、
黒
石

、

斎
藤
、
小
倉
、
川
井
、
武
田

、

山
口
、
岸

、

芳
野
、
関
回
、
須
田
、
及
び
学
生
部
か
ら
初

め
て
大
瀬
、
市
在同
の
二
名
が
参
加
さ
れ
た
。

(斎
藤
桂
〉

ル
l

ム
日
誌

(必
年
6
月

)

日
山
日
(
火
)
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会

げ
日
(
水
〉
常
務
理
事
会

婦
人
懇
談
会

川
口日
(
金
)
海
外
述
絡
委
員
会

M
m日
(
月
)
学
生
部
例
会

エ
ベ
レ
ス
ト

委
員
会

六
月
中
来
室
者

三
二
五
名

昭
和
四
十
五
年
八
月
十
日
発
行

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町

一
一
一
l

二
三

向
井
ピ
ル

発
行
所
組
一
川
日
本
山
岳
会

編
集
代
表

山

崎
安
治

(
加
)
七
四
四
一

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
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ヲ交た会報製本御引受け 1交守
製本代 (25日1 号-300 号)金 7刊00 円也
送料別受け 金 1η20 円也

中林製本手帳株式会社
実京店.文京区水道引
阪店.都島区相生町 7，電話 (352) 3491 (代表)

名古屋店・昭和区雪見町 1-15，電話 (731 ) 7331 (代表)
工場:対反工場(堺市).東京工場(戸田町)

惨背文字その他については往復はがきで
日本山岳会内「会報委員会」に御相談下さい4

!; 山岳保険に入りましようグ jj 
i ・貯蓄にもなります。 ii 
i ・万ーの場合にはひとの迷惑を軽減します。 ji 

j 御相談はく酔団体生⑥へ ji 

i; 角筈支部(専門取扱営業所〉 ;ii 
H 東京都噺宿区角筈 1 の 844 新光ピル内 !� I 
H 電話 (352) 1556 ・ 1557 1il 
i込山22272ZZZUZZu--z品川沼山2322Z11722222222出._.._.._.....三 l
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302-1970 ・ 8

著渓堂二山の本 | 
東京都千代田区神田駿河台2の 1 ・ Tel(29 1 )9442振替東京24723

山に忘れたパイフo

藤島敏男著 〈菊判584頁〉定価2 ， 500円

登山半世紀をはるかに越える著者のよき時代の静かだっ

た山旅から現在までの山登 η の紀行を中心に収録。一一一一一

新刊日本の山旅

足立源一郎スケッチ帖 <A変型208頁〉定価3 ， 600円

臼本列島の北カ、ら南までのさまざまな風景が著者の淡彩

の筆によって、いきいきと描き出されているスケッチ集

新刊

本舎の内容は、凶i惣、紀行、追恕、訳章、書評、山のた

より、 登山秘、の七つか ら な っ ている。その一つ一つを

ここに説明する 余絡はないが、大正期からつい最近まで、

主 として 日 本山-a.~'会の刊行物に発表されたものが大部分

を占め・ ー ・ー著者は「だいたし、私は寺J<;f量王者だか ら 、 ft<.車頁Tご

の注文に応じて文を綴るのは、 平にご勘弁を」と 言っ て

いるように、本舎の大部分を占める文章は、 者 きたいこ

とを気の t川、 た 11寺に告 いたもので、それだけに、どの一

つをとり上げても、ニの著者ならではのJ容を強〈 受ける

ものである 。

私には後にも 先にもたった一つの自分の山の本がある。

「霧氷閤J 、 194 1年版。 先生の装械がこの本を ftilîった 。 内容

はつま 』な くても、おかげでそれは生i庄の記念碑となっ

た 。 これも図 ノヤしく、ぉ人キ丙に甘えて、ただてf前いてい

ただいたのである 。 絵に添えた先生の文章にも定評があ

る 。 力まず、て b わず、淡々として;しかも山の心に通

じ、iJjの心をみごとに諮っている 。半世紀にわたる先生

の山旅の収般の一昔11が、いまこの本にまとめ ら れた 。 こ

れこそ、ほんとうに山にうちこんだ、ほんとうの山の画

伯のすば ら しい贈りものではないだろうか。

袋一平 ・ 山の アノレパ、ム より 一一一 望月達夫 ・藤島さんの本より 一一一
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四谷店東京都新宿区三栄町三番地
TEL (351) 7432-1912 

八重洲口店 東京都中央区八重洲二町五

TE L (271) 15 60 ・ 857 5

新宿店新宿ステーンヨンピル四階
サービスショップ

T E L (352) 6 5 6 , 
日本 信 販 加 盟店
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